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はじめに 
このたびは、プログラマブルターミナル NSシリーズをお買い上げいただき、誠にあ
りがとうございます。 
NSシリーズは、FAの生産現場などで生じる様々な情報を伝達するプログラマブルタ
ーミナル（PT）です。プログラマブルターミナルの機能や性能などを十分にご理解の
上、正しくお使いください。なお、ご使用の際は、「NSシリーズ セットアップマニ
ュアル」、｢NSシリーズ プログラミングマニュアル」、｢CX-Designerオンラインヘ
ルプ」も併せてご覧ください。 
 

対象となる読者の方々 
本マニュアルは、次の方を対象に記述しています。 
電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）を有する方で 

・FA機器の導入を担当される方 
・FAシステムを設計される方 
・FA機器を設置、接続される方 
・FA現場を管理される方 

 

お願い 
・ 本マニュアルは、NSシリーズの接続や設定を行う上で、必要な情報を記載してい
ます。お使いになる前に本マニュアルをよく読んで、十分に理解してください。
また、お読みになった後も本マニュアルは大切に保管して、いつも手元において
お使いください。 

 
ご承諾事項 
● 保証内容 

(1)保証期間 

本ソフトウェアの保証期間は、ご購入後またはご指定の場所に納入後１年といた
します。ただし｢カタログ等｣に別途記載がある場合を除きます。 

(2)保証範囲 

・本ソフトウェアの使用許諾を受けたお客様が、上記保証期間中にコンピュー
タ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）を発見し、当社に返却し
た場合は、当社は瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコンピュー
タ・プログラムを記録した媒体と交換いたします。｛もしくは、当社の選択によ
り、当社ホームページより瑕疵（当該マニュアルとの重要な不一致）のないコン
ピュータ・プログラムをダウンロードしていただく方法により提供いたしま
す。｝また、当社の責任によるコンピュータ・プログラムの記録媒体の不良を発
見し、当社に返却した場合、当社は、無償で、良品の媒体に記録したコンピュ
ータ・プログラムと交換いたします。 

・万一、当社がコンピュータ・プログラムの瑕疵（マニュアルとの重要な不一致）
を除去できないと判断した場合は、お客様が本ソフトウェア購入代金として支
払った金額をお返しいたします。 
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● 責任の制限 
・前条に定める交換または購入代金の返金は、本ソフトウェアの保証責任のすべてを
定めるものであり、当社は本ソフトウェアの瑕疵により発生した、お客様の直接的、
間接的あるいは波及効果による損害等いかなる損害に対しても一切の責任を負いま
せん。 
・当社は、本ソフトウェアを当社以外の第三者が変更、改造することにより生じた瑕
疵や、本ソフトウェアのインストールその他の使用によって当社商品、インストー
ルされたソフトウェア、またはすべてのコンピュータ機器、コンピュータプログラ
ム、ネットワーク、データベースが DDoS攻撃（分散型 DoS攻撃）、コンピュータ
ウイルスその他の技術的な有害プログラム、不正アクセスを受けたことにより生じ
た損害につきましては、一切責任を負いません。 
・当社は、本ソフトウェアに基づき、当社以外の第三者が開発したソフトウェアおよ
びそれにより生じた結果について一切の責任を負いません。 

 
● 本ソフトウェアの用途 
本ソフトウェアを本マニュアルに記載の用途以外の用途で使用しないでください。 
 

● 仕様の変更 
本ソフトウェアの仕様および付属品は改善またはその他の事由により、必要に応じて、
変更される場合があります。 
 

● 適用範囲 

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本国外での取
引および使用に関しては、当社営業担当者までご相談ください。 
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安全上のご注意 
 

● 安全に使用していただくための表示と意味について 

本マニュアルでは、NSシリーズを安全に使用していただくために、注意事項を次の
ような表示と図記号で示しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大な
内容を記載しています。必ず守ってください。 
表示と意味は次のとおりです。 
 

警告�

注意�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、軽傷・中程度の傷害を負ったり万一の場
合には重傷や死亡に至る恐れがあります。ま
た、同様に重大な物的損害をもたらす恐れが
あります。�

正しい取扱いをしなければ、この危険のため
に、時に軽傷・中程度の傷害を負ったり、あ
るいは物的損害を受ける恐れがあります。�

 
 

● 図記号の説明 

 

●禁止 
一般的な禁止を意味します。 

 

●分解禁止 
機器を分解することで感電などの傷害が起こる可能性があり

ます。絶対に分解しないでください。 

 

●注意 
一般的な注意、警告、危険を意味します。 
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NS本体の設置、点検、保守に関しては、それらが正しく実行さ

れたことを「責任者」が必ず確認してください。 

「責任者」とは、機械設計・設置・運用・保守・廃棄の各段階に

おいて、安全を確保するための資格および権限と責任のある人

物のことです。 

 

NS本体の設置と設置後の確認は、設置される機械について十分

理解されている「責任者」が行ってください。 
 

NS本体のタッチスイッチなどの入力機能を、人命や重大な損害

に関わるところや、緊急の非常停止スイッチ機能としては使用

しないでください。 
 

NS本体の分解や修理、改造はしないでください。本来の安全機

能が失われる危険があります。 

 

通電中は、ユニットを分解したり内部に触れたりしないでくだ

さい。 

感電の恐れがあります。 
 

 

 
RS-232Cケーブルの着脱は必ず+5V電源が OFFの状態で行っ

てください。変換ユニットの突入電流により RS-232C機器の

+5Vの回路が破壊される恐れがあります。 
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安全上の要点 
・開封時に外観チェックを行い、損傷のないことを確認ください。また、製品を軽く
振って、異音がないことを確認してください。 
・NS本体は、必ず制御盤内に設置してください。 
・取り付けできるパネルの板の厚さは、1.6～4.8mmです。防水・防塵能力を保つため、
取り付け金具は0.5～0.6N・mのトルクで均等に締めてください。また、パネルは汚
れや歪みがなく、取り付け強度が十分に保てるパネルをご使用ください。 
・パネル加工時は、金属クズがユニット内部は侵入しないよう気をつけてください。 
・DC電源端子に AC電源を接続しないでください。 
・使用するDC電源は、電圧変動が小さく、入力に 10msの瞬停が発生しても安定して
出力を供給できるもの、かつ強化絶縁、または二重化絶縁されたものを使用してく
ださい。 
・定格電源電圧：DC24V（許容範囲 DC20.4～27.6V） 
・容量：45W以上（NS15） 
    25W以上（NS12、NS10、NS8） 

・耐圧試験は実施しないでください。 
・電源端子台への接続は、2m㎡以上のツイスト電線を使用し、必ずM3.5用の圧着端
子で接続してください。また、端子台の適正締め付けトルクは、0.8N・mです。正
しく絞めてください。 
・ノイズによる誤動作防止のため、接地は正しく行ってください。 
・基板の実装部分を素手で触れないでください。また人体の静電気は事前に放電して
ください。 
・RS-232Cコネクタの 6番ピンの+5Vを使用される場合、供給される機器の電流容量
が 250mA以下であることを確認のうえ、ご使用ください。NS本体の+5V出力は
DC+5V±5%,250mA最大です。 
・ケーブルの着脱は必ず電源が OFFの状態で行ってください。 
・通信ケーブルを接続した後は、必ずコネクタのネジを締めてください。 
・コネクタの引っ張り荷重は 30N以下です。それ以上の荷重はかけないでください。 
・電源を ON/OFFする場合やリセットスイッチを押す場合は、システムの安全を確か
めてから操作してください。 
・電源 ON/OFFのしかたによっては、システム全体が停止することがあります。電源

ON/OFFは手順に従って行ってください。 
・ディップスイッチの設定を変更したときは必ずリセットするか、または電源を再投
入してください。 
・メモリカードアクセス中は以下の操作をしないでください。 

・NS本体の電源を OFFにする 
・NS本体のリセットスイッチを押す 
・メモリカードを抜く  

・メモリカード給電中にメモリカードを抜かないでください。必ず手順を守って引き
抜いてください。 
・システムの安全のため、必ずホスト側で運手中信号を定期的に呼び出し NS本体が
正常動作していることが確認できるプログラムを組み込んで運転してください。 
・画面データ、マクロ、ホスト側プログラムは、十分な動作確認を行った上で実際の
使用を開始してください。 
・タッチスイッチは 30N以下の力で押してください。 
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・タッチスイッチをドライバなどの器具で操作しないでください。 
・タッチスイッチは、システムの安全を確認したうえで押してください。 
タッチスイッチを高速に連続して押すと、入力が取り込めない場合があります。一
つの入力を確認した後に、次の入力操作に移ってください。 
・バックライトが消灯している場合や表示が無表示の場合、タッチスイッチを不用意
に押さないで下さい。タッチスイッチはシステムの安全を確認した上で押下してく
ださい。 
・数値入力機能を安全に使うため、必ず上下設定の機能を使用してください。 
・画面データを初期化する場合は、作成した画面データがCX－Designer側でバックア
ップされていることを確認したうえで初期化してください。 
・システムメニューでのパスワード変更時、書き込みが終了するまでリセットまたは
電源を切らないでください。 
・デバイスモニタ／ラダーモニタを使用する場合、システムの安全を十分に確認して
から下記の操作を行ってください。 
・モニタデータの変更 
・動作モードの切り替え 
・強制セット/リセット 
・現在値、設定値の変更 

また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、パス
ワード機能を使用し、誤操作を防止してください。パスワード機能については、
「3-14 パスワード機能を使用するには」を参照してください。 

・床に落下させるなどして強い衝撃を与えてしまった電池は、液漏れする恐れがあり
ますので絶対に使用しないでください。 
・USBコネクタを適応外の機器に接続しないでください。 
・USBコネクタに機器を接続する前に、必ず機器の外観チェックを行い、損傷のない
ことを確認してください。 
・市販品、及び推奨の USB HUBは NS本体と同等の一般仕様ではありません。ノイ
ズ・静電気が発生する環境では正常動作しないことがあります。USB HUBを使用
する際、ノイズ・静電気遮断対策を十分に行うか、ノイズ・静電気が発生する場所
には設置しないでください。 
・画面データ、システムプログラムをダウンロード、アップロード中は、以下の操作
を行わないで下さい。画面データ、システムプログラムを破損する可能性がありま
す。 
・NS本体の電源を OFFする 
・NS本体のリセットスイッチを押す 

・電池を装着するときは、種類を確認して正しく装着してください。 
・電池を分解、ショートさせないでくさい。 
・本体および不要になった電池の廃棄については、地方自治体により規制を受ける場
合があります。それぞれの自治体規制に従って廃棄してください。 

 
・絶対にベンジン、シンナーなどの揮発性の溶剤や化学雑巾などは使用しないでくだ
さい。 
・本体内のバックライトの中には水銀が含まれています。本体をごみ廃棄場で処分さ
れるごみと一緒に捨てないでください。廃棄にあたっては、地方自治体の条例また
は規則に従ってください。 
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・NS本体内のバックライトの交換は、お客様では行えません。弊社サービスセンタ
までご連絡ください。 
・油や水がかかる環境で使用される場合は、定期的に設置状態を確認してください。 
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使用上の注意 
 
・次のような環境には設置しないでください。 

温度変化が激しい場所 
温湿度範囲が仕様値を超える場所 
湿度が高く、結露が生じる場所 
薬品などが飛び散る場所 
油の飛散が激しい場所 
腐食性ガス、可燃性ガスのある場所 
振動や衝撃が激しい場所 
屋外で風雨が直接当たる場所 
紫外線の強い場所 

・次のような場所で使用する際は遮蔽対策を十分に行ってください。 
静電気の発生や、他の機器からのノイズの発生が激しい場所 
強い電界・磁界が生じる場所 
電源線が近くを通る場所 
放射線を被曝する恐れのある場所 
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使用用語と表記 
このマニュアルで使用している表記、用語の意味は、次のとおりです。 
 

● 表記について 

 お願い  
製品を使用する上で、使用者が安全を確保するために取り扱いに関す
る注意が必要な項目について記述しています。 
 

 
正しい使い方 

 
製品を使用する上で、機能・性能を十分に発揮させるために注意を要
する項目、信頼性を低下させないための使用方法などについて記述し
ています。 
 

 参考  
操作、解説、設定についての補足情報を記述しています。 
 

（P.○-××） 現在ご覧になっているページの内容について、参照していただきたい
情報が掲載されているページを示しています。 
 

形CS1G-CPU□□-V1 本文中で使用している□は、何らかの文字が 1文字入ることを表してい
ます。たとえば、左の「形CS1G-CPU□□-V1」は、形CS1G-CPU42-V1、
形 CS1G-CPU43-V1、形 CS1G-CPU44-V1、形 CS1G-CPU45-V1を表して
います。 

 

● 用語について 
NS本体 オムロン製 NSシリーズのプログラマブルターミナル本体を意味しま

す。 
NSシリーズ オムロン製プログラマブルターミナル形 NS□□シリーズ名称を意味し

ます。このマニュアルでは、特に断らない限り、NS□□シリーズを対
象とします。 

PLC オムロン製 CS/CJシリーズのプログラマブルコントローラを意味しま
す。 

CS/CJシリーズ 以下は、オムロン製 PLC関連製品のシリーズ名称です。 
CS1G、CS1H、CS1G-H、CS1H-H、CJ1G、CJ1G-H、CJ1H-H、CJ1M、
CP1H、CP1L、CJ2H、CJ2M 
なお、本マニュアルで示す「CJ1H-H」は、CPUユニット形式が形
CJ1H-CPU□□H-Rおよび形 CJ1H-CPU□□Hを指します。ただし、と
くに形 CJ1H-CPU□□H-Rのみを指す場合は「CJ1H-H-R」と記載しま
す。また、特に CP1H、CP1Lのみを指す場合は｢CPシリーズ｣と記載し
ます。 

シリアルコミュニケーショ
ンユニット 

オムロン製 SYSMAC  CS/CJシリーズのシリアルコミュニケーショ
ンユニットを意味します。 

シリアルコミュニケーショ
ンボード 

オムロン製 SYSMAC CS/CJシリーズのシリアルコミュニケーショ
ンボードを意味します。 

CPUユニット オムロン製 CS/CJシリーズの CPUユニットを意味します。 
 

CX-Designer オムロン製 CX-Designer （形 NS-CXDC1-V□）を意味します。 
 

ホスト NSシリーズを制御するPLC、FAコンピュータ、パソコンなどの制御機
器の総称です。 

プログラミングマニュアル 特に明記しない限り、「NSシリーズ プログラミングマニュアル」
（SBSA-512□）を意味します。 
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関連するマニュアルの種類と内容 
関連するマニュアルは、下記のとおりです。 
※マニュアル No.の末尾の□は、改訂履歴記号です。 
 
 

● NS-V1/-V2シリーズ セットアップマニュアル SBSA-517□ 

NS-V1/-V2シリーズ（NS15-V2、NS12-V1/V2、NS10-V1/V2、NS8-V1/V2、NS5-V1/V2）
を対象にしたマニュアルです。 
このマニュアルでは、プログラマブルターミナル NSシリーズをホストや周辺機器に
接続したり、通信・運用に必要な設定を行う方法や保守に関する情報を記述していま
す。 
NSシリーズの機能や、具体的な使用方法については、「NSシリーズ プログラミン
グマニュアル」（SBSA-512□）を参照してください。 
 

● NSシリーズ セットアップマニュアル  SBSA-511□ 

NSシリーズ（NS12/NS10/NS7）を対象にしたマニュアルです。 
 

● NSシリーズ プログラミングマニュアル  SBSA-512□ 

このマニュアルでは、プログラマブルターミナル NSシリーズの画面の構成や、各部
品の機能、ホストからの制御のしかたについて記述しています。 
 

● CX-Designerユーザーズマニュアル   SBSA-532□ 

NSシリーズで表示する画面は、CX-Designerで作成し、転送します。このマニュアル
には、CX-Designerのインストール方法や特長などが記載されています。CX-Designer
の操作方法については、CX-Designerのオンラインヘルプを参照してください。 
 



      

 

NSシリーズ ラダーモニタ 

オペレーションマニュアル 

ラダーモニタ編 
 
 
 
 
 
 



目次 
 

2 

目次 

ラダーモニタ編 目次 

第 1章 ご使用になるまえに ······································································· 5 

1－1 概要と特長 ····························································································· 6 
1－1－1 概要 ··········································································································· 6 
1－1－2 特長 ··········································································································· 6 
1－1－3 V2機能 UPの内容··················································································· 7 
1－1－4 V2.7機能 UPの内容················································································ 8 
1－1－5 V2.8機能 UPの内容················································································ 8 
1－1－6 V2.9機能 UPの内容················································································ 8 
1－1－7 V3.0機能 UPの内容················································································ 8 
1－1－8 V3.1機能 UPの内容················································································ 9 
1－1－9 V3.2機能 UPの内容················································································ 9 

1－2 梱包品の確認 ························································································· 10 

1－3 メモリカード ························································································· 12 

1－4 仕様 ········································································································ 13 

1－5 システム構成 ························································································· 15 

第 2章 セットアップ ·················································································· 19 

2－1 ラダーモニタを起動するには（使用手順） ·········································· 20 

2－2 ラダーモニタを終了するには ································································ 31 

第 3章 基本操作 ························································································· 33 

3－1 メイン画面 ····························································································· 34 
3－1－1 ラダー表示領域························································································ 34 
3－1－2 多点 I/Oモニタ領域 ················································································ 37 
3－1－3 I/Oコメント詳細表示領域または異常表示領域 ··································· 37 
3－1－4 ボタン領域 ······························································································· 38 
3－1－5 アドレスおよび数値の入力 ···································································· 39 

3－2 目的別操作一覧······················································································ 41 

3－3 見たい位置にジャンプ（検索）するには ·············································· 43 
3－3－1 プログラムアドレス（ステップ番号）により検索するには·············· 44 
3－3－2 指定したアドレスを検索するには ························································ 44 
3－3－3 指定したアドレスをシーケンス出力命令で使用している回路を 

検索するには ··························································································· 45 
3－3－4 指定した命令を検索するには ································································ 45 
3－3－5 カーソル位置のアドレスを検索するには ············································· 47 
3－3－6 接点→出力命令検索をするには ···························································· 47 



目次 

3 

3－3－7 出力命令→接点検索をするには ·····························································49 
3－3－8 1つ前の検索位置に戻るには··································································49 
3－3－9 前回路・次回路を表示するには ·····························································49 
3－3－10 画面に表示されていない回路部分を表示するには······························49 
3－3－11 NSのユーザ画面から、アラーム発生箇所にジャンプするには ········50 
3－3－12 さかのぼり検索 ························································································52 
3－3－13 検索に関する設定 ····················································································53 

3－4 I/Oコメントを表示するには ··································································56 
3－4－1 I/Oコメントを表示するには ··································································56 
3－4－2 I/Oコメントを表示方法を切り換えるには ···········································58 
3－4－3 I/Oコメントの詳細を表示するには·······················································58 

3－5 導通モニタを行うには ···········································································59 
3－5－1 導通モニタ ································································································59 
3－5－2 導通モニタを停止するには·····································································59 
3－5－3 現在値の表示形式を変更するには ·························································60 

3－6 多点 I/Oモニタを行うには·····································································61 
3－6－1 モニタリングしたい I/Oを指定するには ··············································61 

3－7 アドレスの値を変更するには·································································63 
3－7－1 指定した I/O を強制セット/リセットまたはセット/リセット 

するには····································································································63 
3－7－2 全アドレスの強制状態を解除するには ·················································64 
3－7－3 指定した I/Oの現在値を変更するには ··················································65 

3－8 タイマ/カウンタ設定値を変更するには ·················································68 

3－9 PLCの動作モードを変更するには·························································71 

3－10 PLCで発生中の異常を表示するには ·····················································72 
3－10－1 PLC発生中の異常を解除するには·························································73 

3－11 画面をキャプチャするには ····································································74 

3－12 プロコン機能を起動するには·································································76 
3－12－1 プロコン機能を使用するための接続ポートと設定······························76 
3－12－2 プロコン機能を起動するには·································································77 
3－12－3 プロコン起動を禁止するには·································································79 

3－13 ホスト（対象 PLC）を切り換えるには ·················································80 

3－14 パスワード機能を使用するには ·····························································81 

第 4章 トラブルシューティング ································································ 83 

4－1 故障かなと思ったら ···············································································84 
4－1－1 ラダーモニタが起動しない·····································································84 
4－1－2 FINSコマンド異常・システムファイル異常のメッセージ·················85 
4－1－3 操作異常・入力異常・該当なし異常のメッセージ······························87 
4－1－4 プロコン機能での異常メッセージ ·························································89 

 

 



目次 
 

4 

付録·············································································································· 91 

付－1 CX-Programmerとの機能比較一覧 ······················································· 92 
付－1－1 ラダー回路表示························································································ 92 
付－1－2 ラダー回路導通モニタ ············································································ 93 
付－1－3 回路検索機能 ··························································································· 94 
付－1－4 多点 I/Oモニタ ························································································ 94 

付－2 NSシリーズラダーモニタのご使用にあたって ···································· 95 

 



目次 

5 

 

第1章 

ご使用になるまえに 
 

 



1－1 概要と特長 
 

6 

1－1 概要と特長 
1－1－1 概要 

ラダーモニタは、NSシリーズ本体から、SYSMAC CS/CJシリーズ PLC（CPUユ
ニット）内のラダープログラムをモニタするための、NSシリーズ本体用アプリケ
ーションです。 周辺ツール（CX-Programmerまたはプログラミングコンソール）
を使わずに、NSシリーズ本体から、接続先 PLC内のラダープログラムの実行状態
をモニタすることが可能です。 
NSシリーズ本体と PLC間のシステム構成はそのままで、NSシリーズの運転中か
ら切り替えることで、必要時（デバッグ／メンテナンス時など）に PLC側のラダ
ープログラム・I/Oを、モニタすることができます。 
NSシリーズ本体と CS/CJシリーズ PLC間が、NTリンク（1:Nモード）で接続さ
れている、またはホスト登録されているホストと Ethernet、Controller Link経由で
接続されており、NS本体にプロジェクトデータが転送されている状態で、 NSシ
リーズ本体にメモリカード（本アプリケーションを格納）を装着し、NSシリーズ
本体のシステムメニューから「ラダーモニタ」を選択します。これにより、本ア
プリケーションが NSシリーズ本体上で起動され、接続先の PLC（CPUユニット）
内のラダープログラム・I/Oが NSシリーズ本体上でモニタされます。 
 
注：本ラダーモニタは、PLC内のラダープログラムを「モニタ」するのみで、「変更」（編集）
する機能はもちません（ただし、I/Oメモリは強制セット/リセット、現在値変更、タイマ/
カウンタの設定値変更は可能です）。 
また、I/Oコメントを表示することが可能ですが、変数名（I/O名称）の表示はできません。 
その他、CX-Programmerとの機能上の相違点は、「付録 CX-Programmerとの機能比較一覧」
（92ページ）を参照してください。 

注：ラダーモニタの実行中は、NS本体の以下の機能は停止します。 
・ホストとのシステムメモリの通信 
・マクロ機能 
・データログ機能 
・アラーム機能 
・操作ログ機能 

 

1－1－2 特長 
・接続先の PLC（ホスト）内のユーザプログラムを、NSシリーズ本体画面上に、
ラダー形式で表示します（NS12の場合、最大 17行×16列表示）。 
・モニタ可能な PLCは、CS/CJシリーズ PLC、および NSJコントローラ部です。 
 NSシリーズ本体のシリアル（RS-232C）ポート Aまたは Bに、シリアル通信モ
ードとして NTリンク（1：Nモード）を使用して接続している場合、または NS
本体の Ethernetポートか、Controller Linkボードを使用して PLCと接続している
場合のみモニタ可能です。 
・接点の ON/OFF状態（活線表示）、および応用命令のオペランド（チャネル）
の現在値をモニタ可能です。（導通モニタ） 
・検索機能により、表示したい回路を指定可能です。 
プログラムアドレス（ステップ番号）、命令（リストから基本命令などを選択。
微分オプション、都度リフレッシュオプションも指定可能）、命令+アドレスを
指定して、表示したい位置（回路）を指定できます。 

 



1－1 概要と特長 

7 

・接点から、接点と同一アドレスの出力命令（シーケンス出力命令）へのジャン
プ（検索）が可能です。これを繰り返すことで、出力が ON/OFFする原因の接
点を見つけることができます。（さかのぼり検索） 
・出力命令のアドレスを使用した接点の検索が可能です。 
・入力→出力、出力→入力の検索に加え、最大 30回まで前回の検索結果に戻るこ
とができます。 
・NSシステムバージョンが Ver.8.0以降の場合、NSの画面上のアラーム／イベン
トサマリ・履歴からラダーモニタを起動し、アラームとして設定されているア
ドレスの使用箇所を自動的に検索します。 
・指定したアドレス（接点またはチャネル）を最大 20アドレス（NS15の場合）
まで I/Oモニタ可能が可能です。（多点 I/Oモニタ）。 
・指定したアドレス（接点）の強制セット／リセットまたはセット/リセットが可
能です。 
・指定したアドレス（チャネル）の現在値を変更できます。 
・チャネルの現在値は、16進数、10進数、10進数符号付での表示、入力の切換が
可能です。 
・タイマ／カウンタの設定値を変更できます。 
・PLC（CPUユニット）の動作モードを変更できます。 
・PLC（CPUユニット）で発生している異常（運転継続異常、運転停止異常）を
表示します。異常解除も可能です。 
・PLCに格納されている変数テーブルから、I/Oコメントを読み出すことができま
す。I/Oコメントが更新された場合、ラダーモニタ起動時に、I/Oコメントの更
新を自動検知し、PLCから I/Oコメントを読み出すか選択できます。 
・I/Oコメントの表示は、3行表示、1行表示、表示なしの切換が可能です。 

I/Oコメントは、1行につき最大半角 5文字表示することができます。 
また、画面上で選択したアドレスのコメントを、画面下に表示できます。 
（NS15：最大半角 71文字、NS12：最大半角 43文字、NS10/8：最大半角 23文
字） 
・ラダーモニタの画面をキャプチャし、メモリカードにビットマップファイルと
して保存することができます。 

 

1－1－3 V2機能 UPの内容 
ラダーモニタ V2は次項の機能を追加しています。 
・CS/CJシリーズに対するプロコン機能 
 接点変更、追加、設定値変更などラダープログラムの変更ができます。 
・CS/CJシリーズのバイナリ型の TIM/CNT命令のラダー図によるモニタができま
す。 
・CJ1Mシリーズで追加されたパルス制御命令、割り込み命令、テーブル間比較命
令について、ラダー図によるモニタ。CS1D（2重化システム）の二重化異常メ
ッセージを表示します。 

 
ラダーモニタ V2.5では次項の機能を追加しています。 
・NS-V1シリーズでの動作対応 
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1－1－4 V2.7機能 UPの内容 
ラダーモニタ V2.7では次項の機能を追加しています。 
・Ethernetポート、または Controller Linkボードを使用しての PLC接続に対応しま
した。 

 

1－1－5 V2.8機能 UPの内容 
ラダーモニタ V2.8では次項の機能を追加しています。 
・NSシステムバージョンが Ver.6.6以上の NS-V2シリーズ、NSJシリーズ（ただ
し、NS5-V2、NSJ5は除く）にはラダーモニタが本体システムプログラム内に内
蔵されました。 
・ラダーモニタ起動、終了時、NS本体のリセットが不要になりました。（NSシ
ステムバージョンが Ver.6.6以上の場合） 

・ラダーモニタをユーザ画面から起動できます。（NSシステムバージョンが Ver.6.6
以上の場合） 
・NSJシリーズのコントローラ部（Controllerホスト）をモニタできます。 
・CS/CJシリーズに追加された STRING型命令、SFC命令に対応しました。 

 

1－1－6 V2.9機能 UPの内容 
ラダーモニタ V2.9では次項の機能を追加しています。 
・［上スクロール］/［下スクロール］ボタンを追加しました。 
・1回路内に折り返しが 2経路以上発生する回路が表示可能になりました。 
・CJ1H-H-Rに追加された以下の命令に対応しました。 

SINQ、COSQ、TANQ、MOVF、TIMU、TIMUX、TMUH、TMUHX、FIORF 
 

1－1－7 V3.0機能 UPの内容 
ラダーモニタ V3.0では次項の機能を追加しています。 
・NSシステムバージョンが Ver.8.0以降の場合、NSの画面上のアラーム／イベン
トサマリ・履歴からラダーモニタを起動し、アラームとして設定されているア
ドレスの使用箇所を自動的に検索できるようになりました。 

・PLCに格納された変数テーブルから I/Oコメントを読み出すことができるように
なりました。これにより I/Oコメント抽出ツールにより事前に I/Oコメントファ
イルを作成する必要がなくなりました。 
・I/Oコメントの表示行数を 1行、3行、表示なしに切り換えることができるよう
になりました。 
・用途に応じた検索ができるように、「ジャンプ」、「アドレス検索」、「出力
命令検索」を用意しました。 
また、出力の通信アドレスを使用する接点を検索できるようになりました。 
・過去に検索した回路に最大 30回まで戻ることができるようになりました。 
・回路上にカーソルが表示されるようになりました。カーソル位置の通信アドレ
スに対し、検索、現在値変更が可能になりました。 
・タイマ、カウンタの設定値を変更できるようになりました。 
・1画面に表示可能な最大行数、列数が増えました。(コメント表示、多点 I/Oモニ
タをともに表示しない場合、NS10/8：最大 13行×13列、 
NS12：最大 17行×16列） 
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・多点 I/Oモニタに登録できる通信アドレスの最大点数を増加しました。 
（NS12：16点、NS10/8：12点） 

・多点 I/Oモニタに登録した通信アドレスは、ラダーモニタを終了しても記憶され
ており、次回ラダーモニタ起動時に、同じ通信アドレスをモニタできるように
なりました。 
・導通モニタの状態でラダーモニタが起動するようになりました。また、導通モ
ニタ、多点 I/Oモニタを行なっている状態で、ラダーモニタを終了できるように
なりました。 
・ラダーモニタの画面をキャプチャし、メモリカードにビットマップファイルと
して保存できるようになりました。 
・チャネルの現在値の表示／入力形式を、16進数、10進数、10進数符号付に切り
換えることができるようになりました。 

・I/Oコメントとしてグローバルコメントを 65535点ローカルコメントを 65535点
まで表示できるようになりました。 
・メモリカードの取り外し機能を追加しました。 
・現在表示中のプログラム名を表示できるようになりました。 
・ラダーモニタ開始・終了時、強制状態を確認することができるようになりまし
た。 

 

1－1－8 V3.1機能 UPの内容 
ラダーモニタ V3.1では次項の機能を追加しています。 
・CJ2Hのモニタが可能になりました。（ただし、タグ名称は表示できません） 
・EtherNet/IPによる PLCとの接続に対応しました。 
・CJ2Hに追加された以下の命令に対応しました。 

TRSET、GRAY_BIN、GRAY_BINL、BIN_GRAY、BIN_GRAYL、MAXD、MAXF、
MAXL、MIND、MINF、MINL、RECV2、SEND2、CMND2、PMCR2、トラッキ
ング命令（RSRCH、RSORT） 
・パスワード機能を追加しました。パスワード機能を使用することで、以下の操
作を実行する前にパスワードを要求し、パスワードが一致した場合のみ操作を
実行できるようになりました。 
値変更、タイマ/カウンタ設定値変更、動作モード変更、プロコン起動 

 

1－1－9 V3.2機能 UPの内容 
ラダーモニタ V3.2では次項の機能を追加しています。 
・CJ2 CPUユニット ユニットバージョン Ver.1.1で対応した、特定の高機能ユニ
ットの都度リフレッシュ命令に対応しました。 
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1－2 梱包品の確認 
ラダーモニタは CX-Designerの CD-ROMに同梱されています。 
格納場所は以下のとおりです。 
なお、システムバージョン Ver.6.6以上の NS-V2シリーズ、NSJシリーズ（ただし、
NS5-V2、NSJ5は除く）には、ラダーモニタが内蔵されています。 

CD-ROM 格納場所 

CX-Designerの CD-ROM ＜CD-ROM＞：¥Utility¥Japanese¥LadderMonitorFunc 

 
・CD-ROMには以下のソフトウェアが格納されています。 
ソフトウェア名 CD-ROM内のフォルダ ファイル名 使い方 

Plcmon 
Winmgr 
Spydidmn 
Aptextexecldrmt.sh 
Aptextchkldrmt.sh 
Checklist 
Plcmon.ini 
ldrmttbl.ini 
Fun.bin  
Procs 
watchtask 
dir 
attr 

¥ldrmt 

grep 
Aptvmod 
Attr 
Checklist 
Dir 
FONTS 
Grep 
Plcmon 
Procs 
Winmgr 
Plcmon_E 
Plcmon_J 

¥ldrmt_v1 

Spydidmn 
Pbtc_4832_0101 
Pbts_4832_0101 
Plcd_1616_0102 
Plcd_1616_0202 

¥procon 

Procon 
¥procon_v1 Procon 

メモリカードにそのまま
コピーします。 
NS-V1/V2シリーズ、NSJ
シリーズを使用する場合
は全てのファイルが必要
です。ただし、システム
バージョン Ver.6.6以上
の NS-V2、NSJシリーズ
（NS5-V2、NSJ5は除く）
は本体に内蔵しています
のでメモリカードは不要
です。 
NSシリーズ（-Vなし）
のみ使用する場合は網掛
け部のフォルダ以下のフ
ァイルのコピーは不要で
す。 

ラダーモニタアプリ
ケーション 

¥ldrsetup

¥ldrdata デフォルト時は空
のフォルダ。  

メモリカードにコピー
後、I/Oコメント抽出ツ
ールから I/Oコメントフ
ァイルを格納します。 

I/Oコメントファイ
ル抽出ツール 

¥iocmttool Setup.exe I/Oコメント抽出ツール
をパソコンへインストー
ラでインストールしま
す。 
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ソフトウェア名 CD-ROM内のフォルダ ファイル名 使い方 

オペレーションマニ
ュアル  
PDFファイル 

 
－ 

ラダーモニタ編 
I/Oコメント抽出ツ
ール編 

Adobe Acrobat から PDF
ファイルを読み込んでく
ださい。 
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1－3 メモリカード 
ラダーモニタを動作させるためにはメモリカードが必要となります。お客様のほ
うで必ず、別途メモリカードをご用意ください。 
 

● 推奨メモリカード 
形式 メモリ容量 メモリのタイプ 

形 HMC-EF183 128M フラッシュメモリ 
形 HMC-EF283 256M フラッシュメモリ 
形 HMC-EF583 512M フラッシュメモリ 
注：上記メモリカードは、ロット番号 0852以前の NS7-SV00/01（B）には使用できません。 
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1－4 仕様 
 
ラダーモニタの仕様を以下に示します。 
 

適用 PLC機種（ホスト） SYSMAC CS/CJシリーズ、NSJシリーズ 
使用可能な NSシリーズの
接続ポート 
 

・シリアルポート Aまたは B（ともに RS-232Cポート） 
・Ethernetポート（Ethernetポートあり NS本体時） 
・Controller Link（Controller Link I/Fユニット：形 NS-CLK21使用時） 
・NSJシリーズのコントローラ部 

PLC－NS間の通信モード 
 

・シリアルポート Aまたは B 
 NTリンク（1：Nモード） 
・Ethernetポート/Controller Link 
 PLCおよび NS本体ともに通信可能な設定を行う 

接続ポートの選択方法 
 

ラダーモニタ内のシステム設定による（CX-Designerで設定済みのポート
を選択する） 

接続先 PLCの選択方法 
 

ラダーモニタ内のシステム設定による（CX-Designerで登録済みのホスト
名を選択する） 

起動方法 NSシリーズ本体のシステムメニュー、またはユーザ画面からの起動 
最大表示行数 
・NS15：22行 
・NS12：17行 
・NS10/8：13行 
ただし、コメント表示、多点 I/Oモニタの有無により異なります。 
注：行は 1行ずつスクロール可能（1回路が最大表示行数以上のとき） 
最大表示列数 
・NS15：21列 
・NS12：16列 
・NS10/8：13列 
注：列はスクロール不可（固定） 

最大 TR（一時記憶リレー）数：8個 
（TR8～TR15を使用している 1回路は、「回路エ
ラー」となり、表示されません。） 

1回路あたりの表示制
限 

最大表示行数：22行 
（22行を超える 1回路は、「回路エラー」となり、
表示されません。） 

I/Oコメント： 
・ラダー表示領域では、I/Oコメントを 3行表示、1行表示、表示なしの切
換が可能 

・各アドレスの I/Oコメントは、1行あたり全角 2文字または半角 5文字
以内の表示 

・I/Oコメント領域では、指定アドレスのみ表示（NS15：最大半角 71文字、
NS12：最大半角 43文字、NS10/8：最大半角 23文字） 
セクション区切り：－［SECTION］と表示されます。 
行コメント/付箋紙/注釈文：表示されません。 

ラダー回路表示 

ブロックプログラム： －－［BPRG］ と表示されます。 
（ブロックプログラム内プログラムのニモニック表示はされません。） 
ファンクションブロック：－［FB］と表示されます。 
（ファンクションブロックの詳細は表示されません。） 

I/Oコメント I/Oコメントを PLC内の変数テーブルから読み出し、表示することが可能。
読み出した I/Oコメントデータは NS本体内に保存され、次回から読み出
す必要はありません。 
注：PLCに変数テーブルを転送できない場合、I/Oコメント抽出ツールに
より、CXTファイルから I/Oコメントファイルを作成することができます。
活線表示、およびチャネル現在値表示が可能。 導通モニタリング 
チャネルの現在値表示は、16進数、10進数、10進数符号付の切換が可能。
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プログラムアドレス（ステップ番号）指定、アドレス検索、命令指定、命
令+アドレス指定、接点→シーケンス出力命令の検索、シーケンス出力命
令→接点の検索（JUMP検索）。 
NSのユーザ画面（アラーム/イベントサマリ・履歴）から指定したアラー
ム/イベントを検索。 

検索 

検索結果を最大 30回まで記憶し、前回検索された回路を再度読み出すこと
が可能。 

多点 I/Oモニタ 最大モニタ数 
・NS15：20点 
・NS12：16点 
・NS10/8：12点 
モニタする各点に対して、チャネル現在値変更、強制セット/リセットまた
はセット/リセットも可能。 
指定した接点のセット／リセット、強制セット／リセット、強制解除が可
能。指定したチャネルの現在値変更が可能。 
現在値の入力形式は 16進数、10進数、10進数符号付の切換が可能。 

現在値/設定値変更 

指定したタイマ／カウンタの設定値変更が可能。 
動作モード変更 PLCの動作モード変更可能。 
異常表示 PLCの異常（運転継続異常、運転停止異常）を表示。異常解除も可能。 
プロコン機能 SYSMAC CS/CJシリーズ（CJ2シリーズは除く）のプロコン機能がラダー

モニタから操作可能（シリアルポート Aまたは Bで接続している場合の
み）。 

画面ハードコピー 画面をキャプチャし、メモリカードに bmpファイルとして保存。 

 
ラダーモニタの表示行数は I/Oコメントの表示行数、多点 I/Oモニタの有無により
以下のようになります。 
 
・多点 I/Oモニタなしの場合 

NSの機種 I/Oコメント表示なし I/Oコメント 1行表示時 I/Oコメント 3行表示時
NS15 22行×21列 14行×21列 8行×21列 
NS12 17行×16列 11行×16列 6行×16列 
NS10/8 13行×13列 8行×13列 5行×13列 

 
・多点 I/Oモニタありの場合 

NSの機種 I/Oコメント表示なし I/Oコメント 1行表示時 I/Oコメント 3行表示時
NS15 19行×21列 12行×21列 7行×21列 
NS12 13行×16列 9行×16列 5行×16列 
NS10/8 10行×13列 6行×13列 4行×13列 
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1－5 システム構成 
 
以下のように、NSシリーズ本体をホスト（PLC）と RS-232C、または Ethernet、
Controller Linkで接続した運転中のシステム構成のまま、システムメニューの「特
殊画面」などから起動します。ただし、NSシリーズ（Vなし）/NS-V1シリーズの
場合は、NSシリーズ本体側面に、ラダーモニタアプリケーションを格納したメモ
リカードを装着する必要があります。 
なお、I/Oコメントは、PLC内の変数テーブルから読み出すことができます。接続
する PLCに変数テーブルがダウンロードされている場合は、メモリカードに I/O
コメントファイルをコピーする必要はありません。 
 

■ NSシリーズ（Vなし）/NS-V1シリーズの場合 

 

NTリンク（1:N）

RS-232C 

●ラダーモニタ（システムメニューから起動）

NSシリーズ本体 

ラダーモニタ用
I/O コメントファ
イル 

CX-Programmer 
CXTファイル 

●ラダーモニタ 
アプリケーシ
ョン 

I/Oコメント 
抽出ツール 

インストール 

メモリカード 

シリアルポート A

または B 

CS/CJシリーズ PLC（ホスト） 

ER 0002.00 0000.01 0000.00 

LAMP01ER SW2 SW1 

［ldrdrmt］フォルダ 
ごとコピー 

［ldrdata］フォルダの下
にコピー 

Ethernet 

Ethernetポート 

Controller Link 
Controller Link I/Fユニット 

画面キャプチャ
データ 
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■ NS-V2シリーズの場合 

NS-V2（NS5-V2は除く）の場合、システムバージョン Ver.6.6以上にはラダーモニ
タアプリケーションが内蔵されています。 
メモリカードは以下の場合に必要になります。 
・画面ハードコピー（キャプチャ）を行なう場合 
・I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメントファイルを表示する場合 
 

NTリンク（1:N）

RS-232C 

●ラダーモニタ（システムメニューから起動）

CD-ROM 

NSシリーズ本体

ラダーモニタ用
I/O コメントファ
イル 

CX-Programmer 
CXTファイル 

I/Oコメント 
抽出ツール 

インストール 

メモリカード

シリアルポート A

または B 

CS/CJシリーズ PLC（ホスト） 

ER 0002.00 0000.01 0000.00 

LAMP01ER SW2 SW1 

［ldrdata］フォルダの下
にコピー 

Ethernet 

Ethernetポート 

Controller Link 
Controller Link I/Fユニット 

画面キャプチャ
データ 
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■ NSJシリーズ 

NSJ（NSJ5は除く）の場合、システムバージョン Ver.6.6以上にはラダーモニタア
プリケーションが内蔵されています。 
メモリカードは以下の場合に必要になります。 
・画面ハードコピー（キャプチャ）を行なう場合 
・I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメントファイルを表示する場合 
 
 
 

NTリンク（1:N）

RS-232C 

●ラダーモニタ（システムメニューから起動）

CD-ROM 

NSJシリーズ本体

ラダーモニタ用
I/O コメントファ
イル 

CX-Programmer 
CXTファイル 

I/Oコメント 
抽出ツール 

インストール 

メモリカード 

シリアルポート Aまたは B

CS/CJシリーズ PLC（ホスト） 

ER 0002.00 0000.01 0000.00 

LAMP01ER SW2 SW1 

［ldrdata］フォルダの下
にコピー 

Ethernetポート 

Ethernet 

画面キャプチャ
データ 
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■ 参照していただきたいマニュアル 
マニュアル名称 マニュアル No 

プログラマブルターミナル NS-V1/V2シリーズ 
セットアップマニュアル  
プログラミンググマニュアル 

SBSA-517 
SBSA-512 

SYSMAC One NSJシリーズ NSJコントローラ 
ユーザーズマニュアル セットアップ編 

SBCA-342 

SYSMAC CX-Programmer Ver.7.2 
オペレーションマニュアル 

SBCA-337 

SYSMAC CS/CJシリーズ 
プログラミングコンソール 

SBCA-303 

 

RS-232Cケーブルの着脱は必ず＋5V電源が OFFの状態で

行ってください。変換ユニットの突入電流により RS-232C

機器の+5Vの回路が破壊される恐れがあります。  
 

お願い （通信）ケーブルを接続した後は、必ずコネクタのネジを締めてください。 

 

正しい使い方 

 

NS-V2シリーズ、NSJシリーズ使用時、Ver.6.5以前のシステムバージョンで
使用している場合はラダーモニタアプリケーションをコピーしたメモリカード
を装着する必要があります。 

 

正しい使い方 

 

電源 ON/OFFのしかたによってはシステム全体が停止することがあります。 
電源 ON/OFFは手順にしたがっておこなってください。 
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第2章 

セットアップ 
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2－1 ラダーモニタを起動するには（使

用手順） 
 
NSシリーズ（Vなし）、NS-V1シリーズ、またはシステムプログラム Ver.6.5以
下の場合は以下の手順でメモリカードを使用してラダーモニタを起動してくださ
い。NS-V2シリーズ、NSJシリーズ（NS5-V2、NSJ5は除く）かつシステムプログ
ラムが Ver.6.6以上の場合は NS本体内にラダーモニタが内蔵されているため、セ
ットアップは不要です。p22の「ラダーモニタの起動方法」に進んでください。 
また、ラダーモニタは、以下の場合には、PLCから I/Oコメントを読み出すことが
できません。 
・PLCに変数テーブルをダウンロードしていない場合 
・PLCの CPUユニットが変数テーブルのダウンロードに対応していない場合 

この場合は、I/Oコメント抽出ツールにより、I/Oコメントファイルを作成してく
ださい。 
 

■ ラダーモニタのセットアップ 

1 別売りのメモリカード（形 HMC-EF□□□）を用意し、CX-Designerの CD-ROM
から以下の①②の手順に従いパソコンの PCカードスロットに装着したメモリ
カードにコピー（格納）します。 

[ldrrmt] 
[Idrdata] 
[procon] 
フォルダ 
ごとコピー

 

メモリカード 

CD-ROM 

ラダーモニタ 
アプリケーシ
ョン 

 

 

① CD-ROM内から選択ディレクトリ内の「ldrsetup」の下の、「ldrmt」、「ldrdata」
および「procon」のフォルダをそのままメモリカードのルートディレクトリ
へコピーします。 

② I/Oコメントをラダーモニタ時に表示したい場合は、I/Oコメント抽出ツール
を使用して、CX-Programmerの CXTファイルから I/Oコメントを抽出して、
上記メモリカードの「ldrdata」フォルダの下にラダーモニタ用 I/Oコメント
ファイルをコピー（格納）します（ I/Oコメント抽出ツールによる操作の詳
細は、「I/Oコメント抽出ツール編」参照）。 
なお、PLCから I/Oコメントを読み出す場合は、この作業は不要です。 

③ コピー完了後のメモリカードは次のような構成となります。 
（以下メモリカードを F:とします。） 
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フォルダ名 ファイル名 

Plcmon 
Winmgr 
Spydidmn 
Aptextexecldrmt.sh 
Aptextchkldrmt.sh 
Checklist 
Plcmon.ini 
ldrmttbl.ini 
Fun.bin 
Procs 
watchtask 
dir 
attr 

¥ldrmt 

grep 
Aptvmod 
Attr 
Checklist 
Dir 
FONTS 
Grep 
Plcmon 
Procs 

 

Winmgr 
 Plcmon_E 
 Plcmon_J 
 

¥ldrmt_v1 

Spydidmn 
Procon 
Pbtc_4832_0101 
Pbts_4832_0101 
Plcd_1616_0102 

¥procon 

Plcd_1616_0202 
 ¥procon_v1 Procon 

F:  

¥ldrdata デフォルト時は空のフォルダ。 
I/Oコメント抽出ツールを使用して、ここにラダーモニ
タ用 I/Oコメントファイル（G-□.ioc、L-□.ioc）を格納
する。  

注：ラダーモニタを使用するには I/Oコメントファイルを除き、約 6.2MBの空きがメモリカー
ドに必要です。 

注：NSシリーズ（Vなし）、NS-V1シリーズ、NS-V2シリーズ、NSJシリーズに対応していま
す。 

注：使用対象が NSシリーズ（Vなし）に限定される場合、表中の網掛け部分のフォルダ、およ
びファイルのコピーは不要です。 
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2 NSシリーズ本体の電源をOFFにして、本体側面のメモリカード用コネクタに、
上記メモリカードを装着します。 

NSシリーズ本体 

メモリカード 

 
 

お願い 

 

・メモリカードを着脱するときは必ず本体の電源を OFFにしてから行ってくださ
い。 
・電源を ON/OFFする場合やリセットスイッチを押す場合は、システムの安全を
確かめてから操作してください。 
・メモリカードアクセス中は PT本体の電源を OFFにしたり、メモリカードを抜
いたりしないでください。 

 

参考 

 

NS本体のシステムバージョン Ver.6.6以上の NS-V2シリーズ、NSJシリーズ
（NS5-V2、NSJ5は除く）はラダーモニタアプリケーションが内蔵されています。こ
の場合、ラダーモニタをコピーしたメモリカードを NS本体に装着する必要はありま
せん。 
 

■ ラダーモニタの起動方法 

ラダーモニタを起動する方法には、次の 3つがあります。 
①システムメニューの［特殊画面］タブの「特殊機能」から「ラダーモニタ」を
選択 
②ユーザ画面から起動 
  ・$SW0に 4036をセット 
  ・「ラダーモニタ機能」を設定したマルチファンクションを押下 
③ユーザ画面のアラーム／イベントサマリ・履歴から起動 
 

参考 

 

・NS本体のシステムバージョンが Ver.6.6以降で、かつラダーモニタのバージョ
ンが Ver.2.8以降の場合にのみ、ユーザ画面からラダーモニタを起動すること
ができます。 

・NS本体のシステムバージョンが Ver.8.0以降の場合、アラーム／イベントサマ
リ・履歴でアラーム／イベントを選択中に、ラダーモニタを起動すると、アラ
ーム／イベントとして設定されているアドレスが自動的に検索されます。 
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● システムメニューからの起動 

1. NSシリーズ本体の電源を ONにして、NSシリーズ本体が運転モードの状態か
ら、以下の方法でシステムメニューを表示させます。 

・NS15の場合 
タッチパネルの 4隅のうち、1箇所を 2回続けて押す。 

2 回押してください 

 

・NS12/10/8の場合 
タッチパネルの 4隅のうち、2箇所を同時に押す。 

 

 

 

2. 「特殊画面」タブを選択します。 
 

特殊画面

アラーム履歴（発生順） 

アラーム履歴（頻度順） 

操作ログ（発生順） 

操作ログ（頻度順） 

エラーログ（発生順） 

エラーログ（頻度順） 

バージョン表示 

特殊機能

実行 

デバイスモニタ 

通信テスト 

ラダーモニタ 

終了 

 

 

3.「特殊機能」の中に「ラダーモニタ」が表示されている場合は、メモリカードに
は正常に本アプリケーションがインストールされています（「特殊機能」に「ラ
ダーモニタ」が表示されていない場合は、メモリカード内の構成を確認の上、
再度上記 1の操作をしなおしてください） 

4.「特殊機能」の中の「ラダーモニタ」を押した後、「実行」を押します。 
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5. ラダーモニタが起動し、メイン画面が表示されます。 

 
 
注：システムプログラムが Ver.6.5以下の場合、ラダーモニタ起動時はいったんリセットがかか
ります。ラダーモニタ起動からラダー図表示まで、約 30秒の時間がかかります。 

注：I/Oコメントが設定されている場合、NS本体に I/Oコメントデータを読み込みます。ラダー
モニタはグローバルコメント 65535点、ローカルコメント 65535点の、合わせて 131070点
までのコメント数をコメント表示の対象とします。これを超える I/Oコメントはラダー図に
表示しませんのでご注意ください。 

注：NSシリーズ（Vなし）では、ラダーモニタ Ver.2.5までをサポートしています。NSシリー
ズ（Vなし）でラダーモニタ Ver.3.0以降を起動しようとした場合は、ラダーモニタ Ver.2.5
が起動します。 

 

● ユーザ画面からの起動 

・ 設定 

1. マクロやワードボタンを使用し、$SW0に 4036（BCD）/FC4（バイナリ）をセ
ットします。（下図①） 
または、マルチファンクションに「画面切換」－「システムメニュー表示」を
選択し、「切換先選択」から「ラダーモニタ」を選択します。（下図②） 

（図①：$SW0にセットする値の格納形式を BCDとした場合） 
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（図②：マルチファンクションを使用する場合） 

 
 

・ NS画面上での操作 

1. 設定 1で作成した部品を NS本体上で操作します。 

2. ラダーモニタが起動します。 
 

参考 

 

$SW0にセットする値の格納形式（バイナリ/BCD）は CX-Designerの「システムメ
モリ初期値一覧」の設定（［PT］メニューの［システム設定］）にあわせてください。

 

● アラーム/イベントサマリ・履歴からの起動 

NS本体のシステムバージョンが Ver.8.0以降の場合、アラーム/イベントサマリ・
履歴からラダーモニタを起動できます。 

・ 設定 

1. NSシリーズ本体の電源を ONにして、NSシリーズ本体が運転モードの状態か
ら、以下の方法でシステムメニューを表示させます。 

・NS15の場合 
タッチパネルの 4隅のうち、1箇所を 2回続けて押す。 

・NS12/10/8の場合 
タッチパネルの 4隅のうち、2箇所を同時に押す。 

2. 「PT動作設定」タブを表示します。 

3. NS12/10/8の場合、「←」/「→」ボタンを押し、3/3ページを表示します。 

4. 「アラーム/イベントサマリ・履歴からのラダーモニタ起動」を「あり」に設定
します。 
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・NS15の場合 

 

・NS12/10/8の場合 

  

5. 「書き込み」ボタンを押します。 

6. 「終了」ボタンを押し、システムメニューを終了します。 
 
 

・ NS画面上での操作 

1. NSのユーザ画面で、アラーム/イベントサマリ・履歴からアラーム/イベントを
選択します。 

  

2. 以下のメッセージが表示されます。（メッセージはアラーム/イベントサマリ・
履歴の設定により異なります。） 
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・「アラーム/イベント登録で指定のページへ画面切換」を設定していない場合 

  

・「アラーム/イベント登録で指定のページへ画面切換」を設定している場合 

  
それぞれのメッセージで、「OK」ボタン、「ラダーモニタ起動」ボタンを選択
します。 

3. ラダーモニタが起動します。 
 

お願い 

 

・電源を ON/OFFする場合やリセットスイッチを押す場合は、システムの安全を
確かめてから操作してください。 
・ラダーモニタで以下の操作を行う場合、あるいはラダーモニタ起動中に、他の
ノードから CX-Programmerやプロコンにて、以下の操作を行う場合は、シス
テムの安全を十分に確認してから行ってください。 
 ・モニタデータの変更 
 ・動作モードの切替 
 ・強制セット/リセット 
 ・現在値、設定値の変更 
また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、パ
スワード機能を使用し、誤動作を防止してください。 
パスワード機能については、「3-14 パスワード機能を使用するには」を参照
してください。 

 

■ I/Oコメントを使用する場合 

PLCから I/Oコメントを読み出し、表示します。 

1. 事前に PLCに変数テーブルをダウンロードしておきます。 

2. ラダーモニタの「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニューから「I/Oコ
メント読出」を選択します。 

3. PLCの変数テーブルから I/Oコメントが読み出され、表示されます。 

4. I/Oコメントの表示は、「I/Oコメント」ボタンの押下により、コメント 3行表
示、コメント 1行表示、コメント表示なしに切り換えることができます。 
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お願い 

 

・I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメントファイルを表示する場合、CXT
ファイルの元のプロジェクトファイルと、ラダーモニタ対象とする PLCにプロ
グラムを転送したときに元となったプロジェクトファイルは、必ず一致させて
ください。もし一致していない場合、I/Oコメントとアドレスが、正しい対応で
は表示されません。 

・I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメントファイルを表示する場合、ラダ
ーモニタ用 I/Oコメントファイルは、あらかじめメモリカード、または NS本
体（NS-V1/V2シリーズ、NSJシリーズの場合）に格納しておく必要がありま
す。 

・NS-V1/V2シリーズ、NSJシリーズ使用時、NS本体内とメモリカードに同名の
ラダーモニタ用 I/Oコメントファイルが格納されていた場合、NS本体内のラダ
ーモニタ用 I/Oコメントファイルが読み出されます。 
・変数テーブルには、同じアドレスの変数を複数登録しないでください。 
同じアドレスの変数を 2つ以上登録すると､ラダーモニタで表示されるアドレ
スの I/Oコメントに、意図していないもの（同じアドレスの別の I/Oコメント）
が表示される場合があります。 

 

参考 

 

・読み出した I/Oコメントデータは、NS本体内に保存されます。次回以降、PLC
から読み出す必要はありません。 
・読み出した I/Oコメントデータは、「G-ホスト名.ioc」、「L-ホスト名.ioc」と
いうファイル名で NS本体内に保存されます。NS本体内に同名のファイルが存
在する場合は上書きされます。 
・ホスト名には半角英数字（A～Z、a～z、0～9）、アンダースコア（_）、ドル
マーク（$）を使用してください。それ以外の文字をホスト名に使用した場合、
PLCから I/Oコメントを読み出すことはできません。 
・以下の場合、ラダーモニタ起動時に PLCから I/Oコメントを読み出すかどうか
を確認するメッセージが表示されます。「はい」を選択すると、PLCから I/O
コメントを読み出します。 
  ・PLCから I/Oコメントを読み出していない場合 
  （NS本体/メモリカードにコメントファイルが存在しない場合） 
  ・PLCの変数テーブルが更新されている場合 
・PLCに変数テーブルがダウンロードされていない場合は、PLCから I/Oコメン
トを読み出すことはできません。この場合、I/Oコメント抽出ツールを用いて作
成した I/Oコメントファイルを表示することができます。 
・ラダーモニタは PLCのメモリカード、EMファイルメモリ、コメントメモリの
順に検索し、最初に見つかった変数テーブルから I/Oコメントデータを読み出
します。 

・ラダーモニタが I/Oコメントを PLCから読み出した後、PLCの変数テーブルを
クリアした場合は、次回ラダーモニタ起動時に、前回作成した I/Oコメントフ
ァイルを削除するかどうかを確認するメッセージが表示されます。 
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■ NSシリーズ本体のシリアルポートと PLCを接続してラダーモニタを行う場

合 

NSシリーズ本体のシリアルポート A、または Bと PLCを正しく接続し、NTリン
ク（1:N）で通信可能な状態にしておきます。 
ラダーモニタを起動することで PLCと通信を行ってラダーモニタが行われます。 
ただし、次の場合にはラダーモニタの対象を設定する必要があります。 
・NSシリーズ本体のシリアルポート Aと Bの両方に PLCを接続していて、シリ
アルポート Bの PLCをラダーモニタの対象としたい場合 
・ラダーモニタの対象としたい PLCを、前回ラダーモニタ終了時点でラダーモニ
タ対象としていない場合 
・ラダーモニタ中にラダーモニタ対象を切り替える場合 
 
以下の手順によってラダーモニタ対象を設定します。 

① ラダーモニタのメイン画面の「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニュ
ーから「ホスト切換」を選択します。 

② 表示される「ホスト切換」ダイアログのなかの「通信経路」から「PortA」また
は「PortB」を選択して「OK」ボタンを押してメイン画面に戻ります。「接続・
ホスト切換」ダイアログが表示された場合は「接続」ボタンを押してください。 

 

■ NSシリーズ本体の Ethernetポートまたは Controller Linkボードと PLCを接

続してラダーモニタを行う場合 

NSシリーズ本体の Ethernetポートまたは Controller Linkボードを装着して PLCと
正しく接続した上で通信可能な状態にしておきます。 
ラダーモニタを起動し、以下の手順でラダーモニタ対象を設定します。 

① ラダーモニタのメイン画面の「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニュ
ーから「ホスト切換」を選択します。 

② 表示される「ホスト切換」ダイアログのなかの「通信経路」から「Ethernet/CLK」
を選択します。 

③ 「ホスト名称」から Ethernetまたは Controller Linkで接続されているホスト名
称を選択し、「OK」ボタンを押してメイン画面に戻ります。「接続・ホスト切
換」ダイアログが表示された場合は「接続」ボタンを押してください。 

 

■ NSJシリーズ本体のコントローラ部と接続してラダーモニタを行う場合 

ラダーモニタを起動し、以下の手順でラダーモニタ対象を設定します。 

① ラダーモニタのメイン画面の「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニュ
ーから「ホスト切換」を選択します。 

② 表示される「ホスト切換」ダイアログのなかの「通信経路」から「Controller」
を選択します。 

③ 「ホスト名称」からコントローラ部のホスト名称を選択し、「OK」ボタンを押
してメイン画面に戻ります。「接続・ホスト切換」ダイアログが表示された場
合は「接続」ボタンを押してください。 
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参考 

 

・ラダーモニタは終了時点で設定されていたラダーモニタ対象を保持します。次
回ラダーモニタ起動時には保持していたラダーモニタ対象を最初にモニタしま
す。 
・ラダーモニタ起動時に、前回終了時のラダーモニタ対象が存在しなければ、次
の順にラダーモニタ対象を自動検索します。 
 「SerialA」→「SerialB」→「Ethernet」/「Controller Link」/「Controller」
 （「Ethernet」「Contrller Link」の場合はホスト登録の先頭に登録されている
ホストに対してモニタを行います。「Controller」は NSJシリーズの場合のみ
です。） 
・ラダーモニタ起動時、またはモニタ対象変更時に、モニタ可能なホストが見つ
からなかった場合、「接続・ホスト切換」ダイアログを表示します。「ホスト
切換」からラダーモニタ対象を設定し、「接続」を行ってください。 
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2－2 ラダーモニタを終了するには 
 

1. メイン画面の「操作画面」ボタンを押下します。 

2. 「ラダーモニタ終了確認」画面が表示されますので「OK」ボタンを押します。 

3. ラダーモニタが終了し NSシリーズ本体は運転モードに戻り、ラダーモニタ起
動前に表示されていた画面に切り替わります。 

 
注：NS本体システムバージョンが Ver.6.5以前の場合はラダーモニタ終了時はいったんリセット
がかかり初期表示画面が表示されます。 

 

お願い 

 

電源を ON/OFFする場合やリセットスイッチを押す場合は、システムの安全を確か
めてから操作してください。 
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3－1 メイン画面 
 
ラダーモニタを起動すると、以下のメイン画面が表示されます。 
 

ラダー表示領域 
（I /Oモニタ 
なし時） 

ラダー表示領域 
（I /Oモニタ 
あり時） 

ボタン領域 

I/Oコメント詳細表示領域 
または異常表示領域 

多点 I/Oモニタ領域 

I/Oコメント（1行に付き 
全角 2文字または半角 5文字） 

アドレス

プログラムアドレス 

プログラム名、タスク番号、実行
中のサイクル実行タスクは緑で表
示。 

モード

カーゾル

表示設定I/Oコメント（NS15：最大半角 71文字、NS12：最大半角 43文字、
NS10/8：最大半角 23文字。アドレスを 1回タッチすることで詳細表
示）、または接続先 PLCの異常名称 1つを表示。 

 
メイン画面は、以下の各領域から成ります。 
 

3－1－1 ラダー表示領域 
ラダー表示領域には、ラダープログラムが表示されます。 
表示可能なラダーの行、列は NSの機種、多点 I/Oモニタの有無、コメント表示の
有無により異なります。 
 
・多点 I/Oモニタなしの場合 

NSの機種 I/Oコメント表示なし I/Oコメント 1行表示時 I/Oコメント 3行表示時
NS15 22行×21列 14行×21列 8行×21列 
NS12 17行×16列 11行×16列 6行×16列 
NS10/8 13行×13列 8行×13列 5行×13列 

 
・多点 I/Oモニタありの場合 

NSの機種 I/Oコメント表示なし I/Oコメント 1行表示時 I/Oコメント 3行表示時
NS15 19行×21列 12行×21列 7行×21列 
NS12 13行×16列 9行×16列 5行×16列 
NS10/8 10行×13列 6行×13列 4行×13列 
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コメントを表示する場合、1行または 3行表示することができます。いずれの場合
も 1行には最大半角 5文字（全角文字は最大 2文字）まで表示できます。 
（例） 

コメント表示なし コメント 1行表示 コメント 3行表示 

               
読み出した回路がラダーモニタの表示最大行数を超える場合、ボタン領域に「▲」
/「▼」ボタンが表示されます。ボタンを押すとそれぞれ 1行上、1行下に回路が
スクロールします。 
 
・各命令の表示は、以下のとおりです。 
（例） 

接点 シーケンス出力命令 タイマ 

 
0000.00 

I/Oコメント表示 *2 

アドレス *3 
（オペランド）表示

スイッチ 

 

アドレス *3 
（オペランド）表示 

0100.00 

ランプ 1 

I/Oコメント表示 *2 

 
  0100 

［TIM 0001＃0100 ］ 

タイマ番号 （タイマ現在値表示）*1 

タイマ設定値表示 

設定時間 

ニモニック I/Oコメント表示 *2 

 
応用命令 

 

ﾃﾞｰﾀ１ 

001A 001A 

［MOV D00000 D00100 ］

（現在値表示）*1 

アドレス
（オペランド）表示

ﾃﾞｰﾀ 2

ニモニック I/Oコメント表示 *2

FUN 番号 

（021） 

 
*1： 現在値表示は、導通モニタリング時のみ 
*2： I/Oコメントは、3行表示、1行表示、表示なしの切換が可能。 

I/Oコメントを表示する場合、1行あたり最大全角 2文字、半角 5文字表示可能。 
*3：アドレスが 8文字以上の場合、改行して表示されます。 

この場合、ラダー回路上の命令の表示領域を押すことで、I/Oコメント表示領域にアドレス
をすべて表示させることができます。 

 
注： I/Oコメントは、PLCに変数テーブルが格納されている場合、PLCから読み出し表示するこ

とができます。 
PLCに変数テーブルを転送できない場合、I/Oコメント抽出ツールによって、CX-Programmer
の CXTファイルから I/Oコメントデータを抽出することができます。詳細は、「I/Oコメ
ント抽出ツール編」を参照ください。 
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お願い 

 

本ラダーモニタで表示可能な回路（母線を上下に分割できる命令群の単位）は、1回
路あたり 22行以内にしてください。23行以上の回路の場合、その回路は表示されま
せんので、ご注意ください。なお、折り返し表示により表示行数が 22行を超えた場
合も表示されません。 
また、同様に、一時記憶リレー（TR）を 9個以上使用する回路の場合、その回路は表
示されませんので、ご注意ください。 
注 1： 折り返し表示 

1行が最大表示列数（NS15：21列、NS12：16列、NS10/8：13列）を超える回路の場合、
以下のように、自動的に、折り返し素子（■）によって、折り返し表示されます。 

NS15：21列（例：接点×21列、コイル×1列） 
NS12：16列（例：接点×16列、コイル×1列） 
NS10/8：13列（例：接点×13列、コイル×1列）

1 行が表示最大列数を超える回路の場合、自動的に
折り返し表示されます。 
折り返し先を示す番号が表示されます。 

 
注 2： セクション区切り表示 

CX-Programmer Ver2.0以降にて、セクション区切りをしているラダープログラムの場合、
以下のように、セクション区切り部分に、区切り記号（－［SECTION］）が表示されま
す。 

 

［SECTION］ セクション 
区切りを示す。 

0000.01 0000.080000.060000.050000.040000.030000.00 0000.02 0000.07

SW3 SW2 SW1 SW6SW5SW4 SW9SW8SW7

0100.00 

LAMP1

0100.01 0000.10 0001.010000.150000.140000.130000.120000.09 0000.11 0001.00

SW12 SW11 SW10 SW15SW14SW13 LAMP2SW18SW17SW16

 
注 3： ブロックプログラム領域の表示 

ブロックプログラムを使用している場合、ブロックプログラムの先頭では――[BPRG]
（ブロック No．表示あり）と表示されます。ブロックプログラム領域内はニモニック表
示されません。ラダー図で表示可能なプログラムはラダー図で表示しますがラダー図表
示が不可能な命令があると「表示できない回路です」と表示されます。ブロックプログ
ラムの最後は――[BEND]と表示されます。 

 0000.01 

［BPRG］ 

0000.00

SW2 SW1 
ブロックプロ
グラム領域で
あることを示
す。 ［BEND］  

注 4：行コメント、付箋紙、注釈文の表示 
CX-Programmerで作成した行コメント、付箋紙、注釈文は、いずれも表示されません。 

注 5：ファンクションブロックの表示 
ファンクションブロックは――[FB]と表示されます。 
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3－1－2 多点 I/Oモニタ領域 
多点 I/Oモニタ領域には、NS15では最大 20点、NS12では最大 16点、NS10/8で
は最大 12点の 指定アドレスの現在値が、以下のようにリスト表示されます。 
チャネルの現在値の表示は、「10進 16進」ボタンにより表示形式を 16進数、10
進数、10進数符号付に切り換えることができます。 

 多点 I/Oモニタ領域（例） 

 
 

3－1－3 I/Oコメント詳細表示領域または異常表示領域 
ラダー領域内のアドレス（オペランド）をタッチすると、この領域に、そのアド
レスの I/Oコメント詳細が、NS15では最大半角 71文字、NS12では最大半角 43
文字、NS10/8では最大半角 23文字まで表示されます。 
また、接続先 PLC（CPUユニット）の異常（運転継続異常または運転停止異常）
が発生すると、その異常名称が 1つ（複数発生時はもっとも重い異常）が表示さ
れます（*1）。 
なお、I/Oコメント表示中に異常が発生すると、異常表示の方が優先表示されます。 
*1：複数の異常が発生している場合、一覧表示をしたいときは、「メニュー」ボタンを押し表示

されるメニューから「PLC異常」を選択します。 
詳細は、「PLCで発生中の異常を表示するには」（72ページ）参照。 
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3－1－4 ボタン領域 
ラダーモニタの各機能を実行するためのボタンです。 
 

 

：前回路を表示します。 

 

：ラダー表示領域内の I/Oコメン
ト表示を、3行表示、1行表示、
表示なしに切り換えます。 

 

：次回路を表示します。 

 

：導通モニタ、多点 I/Oモニタで
の現在値の表示を、16進数、10
進数、10進数符号付に切り換え
ます。 

 

 

：検索メニュー（下記）をポ
ップアップ表示します。 

 ・アドレス検索 
 ・ジャンプ 
 ・出力命令検索 
 

 

 

：現在のカーソル位置のアド
レスを検索します。  

 

：メニュー（下記）を表示します。
・画面ハードコピー 
・メモリカード取外し 
・導通モニタ起動／停止 
・I/Oコメント読出 
・ホスト切換 
・PLC異常 
・強制状態確認 
・動作モード変更 
・プロコン起動 
・各種設定 
・プロコン設定 
・アドレス検索設定 
・検索タイムアウト監視時間
設定 
・I/Oコメントファイル設定 

 

 

：前回検索された回路を再度
読み出します。最大 30回
まで戻ることができます。  

：ラダーモニタを終了し、NSのユ
ーザ画面に戻ります。（システ
ムメニューからラダーモニタ
を起動した場合は、システムメ
ニュー移行前に表示していた
ユーザ画面に戻ります。） 

 

：多点 I/Oモニタの表示/非表
示を切り換えます。多点
I/Oモニタでは、NS15：最
大 20点、NS12：最大 16
点、NS10/8：最大 12点の
アドレスを表示できます。

 

：検索した回路が画面の表示領域
を超えている場合に、1行分上
にスクロールします。 
このボタンは、スクロールが必
要な場合にのみ表示されます。

 

：現在のカーソル位置のアド
レスに対し、現在値、設定
値を変更します。ビットの
セット/リセット、強制セ
ット/リセット、強制解除、
チャネルの現在値変更、タ
イマ/カウンタの設定値変
更を行なえます。 

 

：検索した回路が画面の表示領域
を超えている場合に、1行分下
にスクロールします。  
このボタンは、スクロールが必
要な場合にのみ表示されます。
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3－1－5 アドレスおよび数値の入力 
各ダイアログで、アドレス、数値を入力する場合は、以下のボタンを使用します。
（ダイアログにより形状は異なりますが、操作方法、設定内容は同じです。） 

① 

② 

③ 

⑥ 

⑦ 

④ 

⑤ 

 
 
番号 項目 内容 

① 入力文字ラベル 現在入力されている数値文字列を表示します。1つのダイアログ
で入力箇所が複数ある場合は、入力文字ラベルを押下することで
入力対象を切り換えることができます。現在入力中の入力文字ラ
ベルは黄色で表示されます。 

② ビット／ワード アドレス入力時、ビット、ワードを選択します。 
③ アドレス種別 アドレス種別を選択します。 
④ 「0」～「9」、 

「A」～「F」ボタン 
数値の入力を行ないます。 

⑤ 「.」ボタン チャネル番号とリレー番号を区切るピリオドを入力します。 
⑥ 「BS」ボタン 入力文字ラベル内の文字列の最右 1文字をクリアします。 
⑦ 「CLR」ボタン 入力文字ラベル内の文字列をクリアします。 

 

■ アドレスの入力方法 

● 接点の入力 

接点を入力する場合、以下のいずれかのフォーマットで入力します。 
・「チャネル番号」「.」（ピリオド）「リレー番号」 
・「チャネル番号」「リレー番号」 

ピリオドを使用しない場合は、最後の 2桁の数値がリレー番号として扱われます。 
ピリオドを使用する場合、リレー番号を 0詰めで入力する必要はありません。 
チャネル番号は、0詰めで入力する必要はありません。 

・ 入力例 
選択したアドレス種別 テンキー入力例 入力結果 

CIO 612301 6123.01 
CIO 6123.01 6123.01 
CIO 115 0001.15 
W 1 W000.01 
W 0.1 W000.01 
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● チャネルの入力 

チャネルを入力する場合は、チャネル番号を入力します。0詰めで入力する必要は
ありません。 

・ 入力例 
選択したアドレス種別 テンキー入力例 入力結果 

CIO 6123 6123 
CIO 115 0115 
CIO 0001 0001 
W 1 W001 

 
 

お願い 

 

・タッチスイッチは 30N以下の力で押してください。 
・タッチスイッチを連続して高速押下すると、その入力が取り込めない場合があ
ります。一つの入力を確認した後、次の入力操作に移ってください。 
・バックライトが消灯している場合や表示が無表示の場合、タッチスイッチを不
用意に押さないでください。タッチスイッチはシステムの安全を確認したうえ
で押下してください。 
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3－2 目的別操作一覧 
ラダーモニタの各機能と操作方法の一覧を示します。 
 

こんなとき 操作 参照 

検索 NSのユーザ画面から、ア
ラーム発生箇所にジャン
プしたい 

①NSのアラーム／イベントサマリ・履歴
から、検索したいアラームを選択 

②ラダーモニタを起動 

50ページ 

 指定したアドレスを検索
したい 

①「検索」ボタン→「アドレス検索」 
② 検索するアドレスを入力 
③ 検索対象のタスクを選択 
④「検索」ボタン 

44ページ 

 カーソル位置のアドレス
を検索したい 

①「次検索」ボタン 
アドレスを検索すると、検索位置にカー
ソルが表示されます。この状態で「次検
索」を行なうと、同じアドレスを続けて
検索できます。 

47ページ 

 接点から、同一アドレスの
シーケンス出力命令にジ
ャンプしたい 

① ラダー表示領域の接点を 2 回続けて押
す 

47ページ 

 シーケンス出力命令から、
同一アドレスの接点にジ
ャンプしたい 

① ラダー表示領域の出力を 2 回続けて押
す 

49ページ 

 前回検索した回路に戻り
たい 

①「検索戻」ボタン 49ページ 

 プログラムアドレス（ステ
ップ番号）がわかっている
場合 

①「検索」ボタン→「ジャンプ」 
②タスク種別を指定して、タスク番号とプ
ログラムアドレス（ステップ番号）を入
力 

③「検索」ボタン 

44ページ 

 指定アドレスが、出力命令
で使用されている回路を
検索したい 

①「検索」ボタン→「出力命令検索」 
② アドレスを入力 
③「検索」ボタン 

45ページ 

 特定命令にジャンプした
い 

①「検索」ボタン→「出力命令検索」 
② 命令を選択 
③「検索」ボタン 

45ページ 

 特定命令+使用アドレス
にジャンプしたい 

①「検索」ボタン→「出力命令検索」 
② 命令を選択、使用アドレスを入力 
③「検索」ボタン 

45ページ 

 前回路また次回路を表示
したい 

① 前回路ボタンまたは次回路ボタンを押
す 

49ページ 

ラダー回路
表示 

表示している回路が、ラダ
ー表示領域を超える行数
のとき、画面に表示されて
いない部分の表示を行な
いたい 

①「▲」ボタンまたは「▼」ボタン 49ページ 

I/Oコメン
ト 

PLCから I/Oコメントを
読み出したい 

①「メニュー」ボタン→「I/Oコメント読
出」 

56ページ 

 I/O コメントの表示／非
表示を切り換えたい 

①「I/Oコメント」ボタン 
押下するたびに I/Oコメントの表示が、
3行表示→1行表示→表示なしの順に切
り換ります。 

58ページ 

 I/Oコメントの詳細を見た
い 

①ラダー回路上または多点 I/Oモニタ上で
見たいアドレスを 1 回押す。 

58ページ 
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こんなとき 操作 参照 

導通モニタ モニタリング表示をした
い（活線表示をしたい） 

ラダーモニタは、導通モニタの状態で起動
します。 

59ページ 

 命令で使用しているチャ
ネルの現在値表示をした
い 

  

 チャネルの現在値の表示
形式を切り換えたい。 

①「10進 16進」ボタン 
押下するたびに表示形式が、16進数→
10進数→10進数符号付の順に切り換り
ます。 

60ページ 

多点 I/Oモ
ニタ 

指定した I/Oメモリアド
レスの現在値をモニタし
たい 

①「I/Oモニタ」ボタン 
②「追加」ボタン 
③「接点」または「チャネル」を指定 
④アドレスを指定 

61ページ 

強制セット
/リセット 

選択した接点の強制セッ
ト／リセットまたはセッ
ト/リセットをしたい 

① ラダー表示領域または多点 I/Oモニタ
上から接点を選択 

②「値変更」ボタン 
③「強制セット/リセット」または「セット

/リセット」を選択 
④「更新」ボタン 

63ページ 

現在値変更 選択したチャネルの現在
値を変更したい。 

① ラダー表示領域または多点 I/Oモニタ
上からチャネルを選択 

②「値変更」ボタン 
③ 現在値を設定 
④「更新」ボタン 

65ページ 

タイマ/カ
ウンタ設定
値変更 

選択したタイマ/カウンタ
の設定値を変更したい 

① ラダー表示領域からタイマ/カウンタ命
令の第 2オペランド（設定値）を選択 

②「値変更」ボタン 
③ 設定値を入力 
④「設定」ボタン 

68ページ 

動作モード
変更 

PLCの動作モードを変更
したい 

①「メニュー」ボタン→「動作モード」 
②「プログラム」、「モニタ」または「運
転」を選択 

71ページ 

発生している PLCの異常
を表示したい 

①「メニュー」ボタン→「PLC異常」 72ページ 異常を表示 

発生している異常を解除
したい。 

①「全解除」あるいは「解除」ボタン 73ページ 

画面ハード
コピー 

画面をキャプチャし、bmp
ファイルとして、メモリカ
ードに保存したい。 

①「メニュー」ボタン→「画面ハードコピ
ー」 

74ページ 

ホスト切換 ラダーモニタ対象の PLC
を選択したい 

①「メニュー」ボタン→「ホスト切換」 
②「ホスト名」を選択 
③「OK」ボタン 

80ページ 

パスワード
認証 

権限のあるオペレータの
みに、以下の操作を許可し
たい 
･強制セット／リセット 
･現在値、設定値の変更 
･動作モードの切替 
･プロコン起動 

①NS15の場合、ファンクションキー（F1）
と NS画面の右上隅を同時に押下 
NS12/10/8の場合、NS画面上側の 2隅を
同時に押下 

②「使用する」を選択 
③ 要求するパスワードレベルを選択 
④「設定」ボタン 

81ページ 
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3－3 見たい位置にジャンプ（検索）す

るには 
 
見たい回路を表示するには、まず検索をする必要があります。 
検索はプログラムアドレス（ステップ番号）、アドレス、命令に対して行います。 
接点→出力命令の検索、出力命令→接点の検索、前回路、次回路および、次検索
（カーソル位置のアドレスを検索する）、前回検索した回路に戻ることもできま
す。 
また、NS本体のシステムバージョンが Ver.8.0以降の場合、NSのユーザ画面に配
置したアラーム/イベントサマリ・履歴からラダーモニタを起動し、アラーム/イベ
ントに設定した出力アドレスを検索することもできます。 
 

お願い 

 

検索から回路表示までの処理に時間がかかる場合があります。ラダーモニタでは
PLCに検索コマンドを送信し、この通信レスポンス時間を監視しており、設定時間
以上かかると「タイムアウト」のエラーメッセージを表示します。このような場合に
は、｢検索タイムアウト監視時間設定｣によりタイムアウト監視時間を大きくしてく
ださい。（検索タイムアウト監視時間設定については「3-3-13 検索に関する設定」
を参照してください。） 
 

参考 

 

検索タイムアウト監視時間設定では、検索時のタイムアウト監視時間を指定しま
す。 
検索時以外については、NS本体の「システムメニュー」の「通信設定」にあるタイ
ムアウト監視時間および通信リトライ回数により、タイムアウトの監視が行なわれ
ます。 
・検索実行中 
タイムアウト監視時間＝（ラダーモニタで設定した検索タイムアウト監視時間）
通信リトライ回数＝（NS本体で設定したリトライ回数） 
・検索時以外 
タイムアウト監視時間＝（NS本体で設定したタイムアウト監視時間） 
通信リトライ回数＝（NS本体で設定したリトライ回数） 
となります。 
 

参考 

 

以下の検索実行中、「検索中断」ボタン押下により、検索を中断することができます。
・アドレス検索 
・出力命令検索 
・接点→出力命令の検索 
・出力命令→接点の検索 
・次検索 
・NSユーザ画面から、アラーム発生箇所にジャンプ 
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3－3－1 プログラムアドレス（ステップ番号）により検索するには 

1.「検索」－「ジャンプ」メニューを押すと以下の画面が表示されます。 

 

2. 「プログラムアドレス」にプログラムアドレス（ステップ番号）を入力します。 

3. サイクル実行タスク（CS1/CJ1/CPの場合：0～31、CJ2の場合：0～127）また
は割込タスク（0～255）を選択します。 

4. タスク番号を入力します。 

5.「検索」ボタンを押すと指定した条件に該当するラダー1回路が表示されます。 
 

3－3－2 指定したアドレスを検索するには 
指定したアドレスを検索する方法は、以下のとおりです。 

1. 「検索」－「アドレス検索」メニューを押すと以下の画面が表示されます。 
ラダー表示領域画面上でアドレスを選択していた場合、カーソル位置のアドレ
ス（アドレスがオフセット指定されている場合は先頭アドレス）が入力された
状態でダイアログが表示されます。 

 

2. 検索対象を指定します。 
項目 動作 

ビット 指定したビットアドレスを検索します。 
ビット（ワードも含む） 指定したビットアドレスを含むチャネルも検索します。 

例えば、W0.1を検索する場合、W0.1、W0が検索対象になります。
ワード 指定したワードアドレスを検索します。 
ワード（ビットも含む） 指定したワードアドレスのチャネル内の接点アドレスも検索します。 

例えば、W0を検索する場合、W0、W0.0～W0.15が検索対象になります。

3. 必要に応じ、検索するアドレスを入力または変更します。 
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4. 検索範囲を「全部」（全タスク）、またはタスク番号を指定（「サイクル実行」
または「割込」）から選択します。 

5. 検索条件入力後、「検索」ボタンを押してください。指定した条件に該当する
ラダー1回路が表示され、検索されたアドレスにはカーソルが表示されます。 

 
検索されたアドレスにカーソルが表示された状態で「次検索」ボタンを押すと、
同じ検索条件で同じアドレスを続けて検索できます。 
 
 

3－3－3 指定したアドレスをシーケンス出力命令で使用している回路

を検索するには 
指定したアドレスをシーケンス出力命令（OUT, OUTNOT, DIFD, DIFU, SET, RSET, 
KEEP の 7命令のみ）で使用している回路を検索する方法は、以下のとおりです。 

1. 「検索」－「出力命令検索」メニューを押すと以下の画面が表示されます。 

  

2. 検索するアドレスを入力します。 

3. 検索範囲を「全部」（全タスク）、またはタスク番号を指定（「サイクル実行」
または「割込」）からを選択します。 

4. 検索条件入力後、「検索」ボタンを押してください。指定した条件に該当する
ラダー1 回路が表示され、検索されたアドレスにはカーソルが表示されます。 

 
検索されたアドレスにカーソルが表示された状態で「次検索」ボタンを押すと、
同じ検索条件で同じアドレスを続けて検索できます。 
 
 

3－3－4 指定した命令を検索するには 
指定した命令を検索します。 
指定した命令のうち、特定のアドレスを使用した命令のみを検索することもでき
ます。 
検索方法は、以下のとおりです。 

1. 「検索」－「出力命令検索」メニューを押します。 

2. 「命令を指定する」を選択します。 
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3. 「命令選択リスト」から、検索する命令を選択します。 
微分条件を指定する場合には、｢立上がり微分｣または｢立下がり微分｣を指定し
ます。 
都度リフレッシュを指定する場合には、「都度リフレッシュ」ボタンを押しま
す。 
検索範囲を「全部」（全タスク）、またはタスク番号を指定（「サイクル実行」
または「割込」）から選択します。 

4. 指定アドレスを使用した命令を検索する場合は、アドレスを入力します。 

5. 検索条件入力後、「検索」ボタンを押してください。指定した条件に該当する
ラダー1回路が表示され、検索されたアドレスにはカーソルが表示されます。 

 
設定例：OUT 6143.15をサイクル実行タスク 0より検索する場合 
 
①命令選択リストより「OUT」を選択します。 
②都度リフレッシュなしであることを確認します。 
③タスク選択で「サイクル実行」を選択して、タスク番号の入力エリアを押し, 
 テンキーボタンで「0」を入力します。 
④アドレス種別選択リストより「CIO」を選択します。 
⑤「1stオペランド」の入力エリアを押し、テンキーボタンで「614315」を入力し
ます。 

 
検索された命令にカーソルが表示された状態で「次検索」ボタンを押すと、同じ
検索条件で同じ命令を続けて検索できます。 
 

● 検索できる命令一覧 
OUT＋オペランド JMP 
OUT NOT＋オぺランド JME 
DIFD＋オペランド FAL＋オペランド 
DIFU＋オペランド FALS＋オペランド 
KEEP＋オペランド FPD 
SET＋オペランド TKON＋オペランド 
RSET＋オペランド TKOF＋オペランド 
TIM命令＋第 1オペランド SBS＋オペランド 
CNT命令＋第 1オペランド SBN＋オペランド 
IL END 
ILC  
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参考 

 

・タイマ／カウンタ命令を検索する場合、それぞれ「TIM命令」、「CNT命令」
を選択します。 
・「TIM命令」を選択した場合、以下の命令を検索します。 

TIM(X)、TIMH(X)、TMHH(X)、TTIM(X)、TIMU(X)、TMUH(X) 
・「CNT命令」を選択した場合、以下の命令を検索します。 

CNT(X)、CNTR(X) 
･出力命令検索では、オフセット指定のアドレスは検索されません。 
アドレス検索を行ってください。 

 
 

3－3－5 カーソル位置のアドレスを検索するには 
ラダー表示領域画面上でアドレスを押下すると、カーソルが移動します。 
カーソル位置のアドレスを検索するには、｢次検索｣ボタンを押します。 
 
ビットを選択している場合は、選択したビットを検索します。例えば、W0.0が選
択されている場合、W0.0が検索対象になります。 
ワードを選択している場合は、その 1チャネルまたはチャネル範囲内の接点アド
レスを検索します。例えば、W0が選択されている場合、W0、W0.00～W0.15が検
索対象になります。 
アドレスをオフセット指定している場合、先頭アドレスを検索します。 
 

参考 

 

・ラダーモニタでは、検索を行なう場合、各オペランドの先頭の 1チャネルが検
索対象となります。2チャネル目以降は検索されませんので、注意してくださ
い。 
例えば、以下のように 2チャネル以上のアドレスを使用する命令の場合、 

 
D0、D100を検索すると、この回路が検索されます。 
しかし D1、D101を検索した場合は、この回路は検索されません。 
・アドレス検索、出力命令検索の実行に引き続き「次検索」ボタンを押した場合
は、前回の検索条件で検索を行ないます。例えば、アドレス検索でW0.0を「ビ
ット（ワードも含む）」で検索した場合、「次検索」ボタンを押すと、W0.0お
よびW0が検索対象となります。 
ただし、カーソル移動や回路読出し、多点 I/Oモニタの表示／非表示によりカ
ーソル位置が移動した場合は、前回の検索条件はクリアされます。 

 
 

3－3－6 接点→出力命令検索をするには 
接点から、同じアドレスを使用した次のシーケンス出力命令を検索する方法は、
以下のとおりです。 

1. 表示中のラダー回路上の基本入力命令のセルを続けて 2回押します。 
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2. 「検索確認」メッセージが表示されますのでアドレスを確認してから「OK」を
押します。 

 

① 2 回続けて押します。 

②「OK」を押します。 

 

 

3. そのセル内の接点と同一アドレスを使用しているシーケンス出力命令（OUT, 
OUTNOT, DIFD, DIFU, SET, RSET, KEEP の 7命令のみ）を検索して見つかった
回路を表示します。 

 

接点と同一アドレスを 
使用しているシーケンス出
力命令を検索。 

 
 

参考 

 

接点→出力命令検索を行う場合、オフセット指定のアドレスを使用している出力
命令は検索されません。 
アドレス検索で対象アドレスを検索してください。 
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3－3－7 出力命令→接点検索をするには 
シーケンス出力命令（OUT, OUTNOT, DIFD, DIFU, SET, RSET, KEEP の 7命令の
み）から、同じアドレスを使用した接点を検索する方法は、以下のとおりです。 

1. 表示中のラダー回路上のシーケンス出力命令のセルを続けて 2 回押します。 

2. 「検索確認」メッセージが表示されますのでアドレスを確認してから「OK」を
押します。 

3. そのセル内と同一アドレスを使用している接点を、現在位置から後方を検索し、
最初に見つかった回路を表示します。 

 

参考 

 

出力命令→接点検索を行う場合、オフセット指定のアドレスを使用している接点
は検索されません。 
アドレス検索で対象アドレスを検索してください。 
 

3－3－8 1つ前の検索位置に戻るには 
ラダーモニタでは、検索結果の履歴を記憶しており、検索順に 1つずつ前に戻る
ことができます。検索結果は 30個まで記憶されます。検索を 31回以上行なった
場合は、一番古い検索結果を削除します。1つ前の検索位置に戻る方法は、以下の
とおりです。 

1. 「検索戻」ボタンを押します。 
 

3－3－9 前回路・次回路を表示するには 
現在表示されている回路の前・次回路を検索表示します。 

● 前回路表示  

ボタンを押す 
 

 

● 次回路表示 

ボタンを押す 
 

 

3－3－10 画面に表示されていない回路部分を表示するには 
検索した回路が画面の表示領域を越えている場合は次の操作によりスクロールす
ることができます。このとき回路は１行分上下にスクロールします。 
 

● 下側を表示したいとき 

 ボタン（下スクロールボタン）を押します。 
 

 

● 上側を表示したいとき 

 ボタン（上スクロールボタン）を押します。 
 

 
スクロールボタンは画面の表示領域を超える回路が検索された場合にのみ表示さ
れます。 
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3－3－11 NSのユーザ画面から、アラーム発生箇所にジャンプするには 
NSのユーザ画面に配置したアラーム/イベントサマリ・履歴からアラーム/イベン
トを選択します。 
この状態でラダーモニタを起動すると、アラーム/イベントとして設定したアドレ
スが出力で使用されている回路をを自動的に検索することができます。 
この検索には、次の 2つの方法があります。 
・ラダーモニタ起動用のボタンを使用する場合 
・アラーム/イベントサマリ・履歴からラダーモニタを起動する場合 

なお、アラーム/イベントサマリ・履歴からのラダーモニタ起動は、NS本体のシス
テムバージョンが Ver.8.0以降である必要があります。 

 

参考 

 

NSのユーザ画面から、アラーム発生箇所にジャンプする場合、オフセット指定の
アドレスが使用されている回路は検索されません。アドレス検索で対象アドレス
を検索してください。 

 

● ラダーモニタ起動用のボタンを使用する場合 

・ 設定 

1. NSのユーザ画面に、アラーム/イベントサマリ・履歴、ラダーモニタ起動用の
部品を配置します。これらの機能部品は、同一画面に配置します。 
ラダーモニタ起動用部品については、「ユーザ画面からの起動方法」（p22）を
参照してください。 

 

・ NS画面上での操作 

1. アラーム/イベントサマリ・履歴から、検索したいアラーム/イベントを選択しま
す。 

2. ラダーモニタ起動用部品を押下します。 

 

3. ラダーモニタが起動し、アラーム/イベントに設定したアドレスが出力に使用さ
れている回路が自動的に検索されます。 
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選択したアラーム/イベン
トに設定されているアドレ
スが検索されます。 

 
 

● アラーム/イベントサマリ・履歴からラダーモニタを起動する場合 

・ 設定 

1. NS本体のシステムメニューを開き、［PT動作設定］タブを開きます。 

2. 「アラーム/イベントサマリ・履歴からのラダーモニタ起動」を「あり」に設定
します。 

3. 「書き込み」ボタンを押下します。システムメニューを終了します。 

 

・ NS画面上での操作 

1. アラーム/イベントサマリ・履歴から、検索したいアラーム/イベントを選択しま
す。 

2. ラダーモニタを起動するかどうかの確認メッセージが表示されます。ラダーモ
ニタ起動用のボタンを選択します。（メッセージの内容はアラーム/イベントサ
マリ・履歴の設定により異なります。） 

 

3. ラダーモニタが起動し、アラーム/イベントに設定したアドレスが出力で使用さ
れている回路が自動的に検索されます。 

 
システムメニューの設定やメッセージの内容についての詳細は「アラーム/イベン
トサマリ・履歴からの起動」（p25）を参照してください。 
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正しい使い方 

 

アラーム発生箇所にジャンプする機能を使用する場合、アラーム／イベントサ
マリ・履歴をベース画面、ポップアップ画面に配置してください。 
シートに配置したアラーム／イベントサマリ・履歴からラダーモニタを起動し
た場合は、アドレスの検索を行わず、前回画面の最下段に表示されていた回路
が表示されます。 

 

参考 

 

・「次検索」ボタンにより、続けて同じ通信アドレスを検索できます。 
・アラーム／イベントサマリ・履歴を選択していない状態でラダーモニタを起動
した場合は、前回画面の最下段に表示されていた回路が表示されます。 

・アラーム／イベントサマリ・履歴については、NSシリーズプログラミングマニ
ュアルの「2-14 アラーム／イベント」をご参照ください。 
・検索したアドレスが見つからなかった場合は、画面下部に「出力 XXXXX.XXが
見つかりません（先頭タスクを表示しました）」と表示されます。また、この
場合、ラダーモニタは先頭のタスクの先頭ステップを表示します。 
・DM、EM、EM0～EM18をアラームとして検索する場合、接続している PLC機
種によって検索方法が異なります。 
CS1/CJ1/CPシリーズの場合 ：ワードでのアドレス検索が行なわれます。 
CJ2シリーズの場合 ：まず、出力で使用されている回路を検索します。

見つからなかった場合は、ワードでのアドレス
検索が行われます。 

 

3－3－12 さかのぼり検索 
ON/OFFしない出力コイルの原因をラダー回路をさかのぼって検索することがで
きます。以下に例を示します。 
 

1. コイル 300.00が ONしない原因は、その入力接点 200.00が ONしていないため
です。したがって 200.00をさかのぼって検索します。 

 

 

 

2. 接点 200.00を続けて 2回押します。検索確認メッセージが表示されますので、
「OK」を押します。 
すると、200.00をコイルで使用している回路が検索されます。 
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3. 次に 200.00が ONしていない原因として、100.00か 100.01が ONしていないこ
とが原因ですので、まずは 100.00が原因と推定して 100.00のコイルを検索しま
す。接点 100.00を続けて 2回押し、コイル 100.00を検索します。 

 

 

 

4. この回路が原因でなかった場合は、「検索戻」ボタンを押すと、検索前の回路
に戻ることができます。 

 

 

 

5. 次に、接点 100.01をもとにさかのぼって検索します。 
これまでの操作と同様に接点 100.01を続けて 2回押します。 
これにより、コイル 100.01にジャンプし結果的に接点 0000.01が OFFしていな
いことが原因であることがわかります。 

 

 
 
 

3－3－13 検索に関する設定 

■ 検索範囲の設定 

アドレス検索において、検索範囲を応用命令の第 3オペランドまでとするか、ま
たは第 5オペランドまでとするかを指定できます。 
第 3オペランドまで検索する場合は、第 4オペランド以降は検索されませんが、
検索時間が早くなります。 
第 5オペランドまで検索する場合は、すべてのオペランドが検索対象になります
が、検索時間が長くなります。 

1. 「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニューから「各種設定」を選択し
ます。 

2. 「各種設定」ダイアログから、「アドレス検索設定」を選択します。 
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3. 検索範囲を「第 3オペランドまで検索する」、「第 5オペランドまで検索する」
のいずれかを選択します。 

4. 「OK」ボタンを押します。 
 

参考 

 

CJ2シリーズと接続している場合、設定に関わらず、第 5オペランドまで検索を
行います。 

 

■ 検索時のタイムアウト監視時間の設定 

検索から回路表示までの処理に時間がかかる場合があります。ラダーモニタでは
PLCに検索コマンドを送信し、この通信レスポンス時間を監視しており、設定時
間以上かかると「タイムアウト」のエラーメッセージを表示します。このような
場合には、「検索タイムアウト監視時間設定」によりタイムアウト監視時間を大
きくしてください。 
なお、検索時の通信リトライ回数は、NS本体の「システムメニュー」の「通信設
定」にある通信リトライ回数となります。 
 

参考 

 

検索タイムアウト監視時間設定では、検索時のタイムアウト監視時間を指定しま
す。 
検索時以外については、NS本体の「システムメニュー」の「通信設定」にあるタイ
ムアウト監視時間および通信リトライ回数により、タイムアウトの監視が行なわれ
ます。 
・検索実行中 
タイムアウト監視時間＝（ラダーモニタで設定した検索タイムアウト監視時間）
通信リトライ回数＝（NS本体で設定したリトライ回数） 
・検索時以外 
タイムアウト監視時間＝（NS本体で設定したタイムアウト監視時間） 
通信リトライ回数＝（NS本体で設定したリトライ回数） 
となります。 
 

1. 「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニューから「各種設定」を選択し
ます。 

2. 「各種設定」ダイアログから、「検索タイムアウト監視時間設定」を選択しま
す。 
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3. タイムアウト監視時間を 10～100秒の間で設定します。 

4. 「OK」ボタンを押します。 
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3－4 I/Oコメントを表示するには 
ラダーモニタでは、グローバルコメントを 65535点、ローカルコメントを 65535
点まで表示できます。 
ラダー表示領域に表示する I/Oコメントは、3行表示、1行表示、表示なしに切り
換えることができます。 
また、I/Oコメントの詳細を表示するには、現在表示されている回路の命令、オペ
ランド部分を押します。 
回路の命令、オペランド部にオフセット指定のアドレスを使用している場合、先
頭アドレスの I/Oコメントを表示します。 
 

3－4－1 I/Oコメントを表示するには 
I/Oコメントを表示するには、以下の方法があります。 
・PLCの変数テーブルから I/Oコメントを読み出し表示する方法 
・I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメントファイルを表示する方法 

 

■ PLCの変数テーブルから I/Oコメントを読み出し表示する方法 

1. ラダーモニタの「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「I/Oコメ
ント読出」を選択します。 

2. PLCの変数テーブルから I/Oコメントが読み出されます。I/Oコメントの表示方
法が 3行表示、1行表示の場合は、読み出した I/Oコメントが画面の表示に反映
されます。 

 

正しい使い方 

 

PLCから I/Oコメントを読み出すには、事前に PLCに変数テーブルをダウンロ
ードしておく必要があります。 
PLCに変数テーブルがダウンロードされていない場合、PLCが変数テーブルの
ダウンロードに対応していない場合は、PLCから I/Oコメントを読み出すことは
できません。この場合、I/Oコメント抽出ツールを用いて作成した I/Oコメント
ファイルを表示することができます。 

 

お願い 

 

変数テーブルには、同じアドレスの変数を複数登録しないでください。 
同じアドレスの変数を 2つ以上登録すると､ラダーモニタで表示されるアドレスの
I/Oコメントに、意図していないもの（同じアドレスの別の I/Oコメント）が表示さ
れる場合があります。 
 

参考 

 

ラダーモニタはPLCのメモリカード、EMファイルメモリ、コメントメモリの順に検
索し、最初に見つかった変数テーブルから I/Oコメントデータを読み出します。 

 

■ I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメントファイルを表示する方法 

メモリカード内、または NS本体内（NS-V1／V2シリーズ、NSJシリーズのみ）
に格納されているラダーモニタ用 I/Oコメントファイルからラダーモニタに使用
する I/Oコメントファイルを選択します。 
I/Oコメントファイルの選択は、ホストごとに選択して設定することができます。 
なお、PLCから I/Oコメントを読み出す場合、本設定は不要です。 
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1. 「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「各種設定」を選択しま
す。 

2. 「各種設定」ダイアログから、「I/Oコメントファイル設定」を選択します。 

3. 「ホスト選択」から I/Oコメントファイルを設定するホストを選択します。 

4. 「I/Oコメントファイル一覧」から、表示するコメントファイルを選択します。 

 
 
・ 「ホスト選択」には、現在登録されているホストごとに、設定されている I/O
コメントファイル名が表示されます。 

・ I/Oコメントファイルには、「グローバル I/Oコメントファイル」（G-（ファイ
ル名）.IOC）と、ローカル I/Oコメントファイル（L-（ファイル名）.IOC）の 2
種類があります。「I/Oコメントファイル設定」ダイアログには、（ファイル
名）を表示します。 
選択するとグローバル I/Oコメントファイルと、ローカル I/Oコメントファイ
ルの両方がともに選択されます。 

・ PLCから読み出した I/Oコメントファイルは、｢ホスト名.IOC｣として表示され
ます。また、「ホスト選択」では、ファイル名の後ろに「（*）」が表示されま
す。 

・ 「I/Oコメントファイル一覧」には、メモリカードまたは NS本体内に保存され
ている I/Oコメントファイル名が表示されます。 

・ メモリカードと NS本体内に同じ名前の I/Oコメントファイルが格納されてい
た場合、NS本体内の I/Oコメントファイルが読み出されます。 

・ ホストに設定されている I/Oコメントファイルを解除するには、「ホスト選択」
で解除したいホストを選択し、「解除」ボタンを押してください。 

・ I/Oコメントファイルを削除する場合は、「I/Oコメントファイル一覧」から削
除したい I/Oコメントファイル選択し、「削除」ボタンを押してください。 

5. 「設定」ボタンを押します。 

6. 「閉じる」ボタンを押します。 
 
I/Oコメント抽出ツールによる操作の詳細については、「I/Oコメント抽出ツール
編」を参照してください。 
 

参考 

 

「I/Oコメントファイル設定」ダイアログの「I/Oコメントファイル一覧」には、I/O
コメントファイルが 100ファイルまで表示されます。 
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3－4－2 I/Oコメントを表示方法を切り換えるには 
1. 「I/Oコメント」ボタンを押すたびに、コメント表示が、3行表示→1行表示→
表示なし→3行表示に切り換ります。 

 
 

3－4－3 I/Oコメントの詳細を表示するには 
1. 基本命令（LD,LDNOT,AND,ANDNOT,OR,ORNOT,OUT,OUTNOT）の場合は、
ラダー回路上の命令を押します。 
応用命令の場合は、オペランドを押します。 

 

① 押す 

② I/O コメント表示 

 
 

参考 

 

・CX-Programmerで I/Oコメントとして半角の「¥」を入力している場合、ラダ
ーモニタでは、「 」（半角のバックスラッシュ）として表示されます。 
・CX-Programmerで I/Oコメントとして、以下の記号を全角で入力している場
合、ラダーモニタでは半角で表示されます。 
「´」、「‥」、「±」、「×」、「÷」、「°」、「§」 
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3－5 導通モニタを行うには 
ラダー回路上の接点の ON/OFF状態（活線表示）、および応用命令のオペランド
（チャネル）の現在値をモニタ可能です。 
ラダーモニタは、導通モニタの状態で起動します。 
 

3－5－1 導通モニタ 

・ 接点とラインの ON/OFF表示 

接点の場合、接点の ON/OFF状態にしたがって、接点シンボルが色彩によって導
通表示されます。また、接点と導通しているラインも、色彩によって導通表示さ
れます。 

 

接点の状態例 

OFF OFF OFF ON ON OFF 

ON OFF ON OFF 

 
注：以下のシンボルに続く接続線は、導通表示されません。 
・コンディションフラグ（=、ER、 CY、>=、>、<=、<、<>、AER、N、OF、UF）、IR、

DRをオペランドとする接点 
・DM/EMの間接指定を使用した比較命令 
・時刻比較命令（=DTなど） 

 

・ 応用命令のオペランド（チャネル）の現在値表示 

応用命令の場合、オペランド上部にチャネルの現在値が、以下のように表示され
ます。現在値の表示は、16進数、10進数（&表示）、10進数符号付（+－表示）
に切り換えることができます。現在値は 11桁まで表示できます。11桁を超える部
分は「_」（アンダースコア）を表示します。 

 ON 3225   0000

[MOV  D32767   D32760]

 
 
また、応用命令で浮動小数点の現在値は、以下の浮動小数点形式で表示されます。 

＋ ０．１２３ ｅ ＋ ４５６ 
符号   仮数部     指数部 

 
例） -0.102e-001, +0.123e+456など 

 

3－5－2 導通モニタを停止するには 
導通モニタを停止する方法は以下のとおりです。 

1. 導通モニタの状態で、「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「導
通モニタ停止」を選択します。 

2. 導通モニタを再開するには、「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニュー
から「導通モニタ起動」を選択します。 
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参考 

 

導通モニタ停止中は、以下の表示、および操作は行なえません。 
・ラダーモニタ上の現在値表示 
・多点 I/Oモニタの現在値表示 
・アドレスの値変更 
・タイマ／カウンタ設定値変更 
 
 

3－5－3 現在値の表示形式を変更するには 

1. 「10進 16進」ボタンを押下します。 

2. 押下するたびに、現在値の表示が 16進数、10進数、10進数符号付の順に切り
換ります。 
現在の表示形式は、画面右下に表示されます。 

 
現在の表示形式が表示
されます。 

表示形式を切り替えます。 
 

 
表示形式の切り換えに合わせ、以下の表示、動作をします。 
・10進数表示の場合、現在値の先頭に「&」が表示されます。 
・符号付 10進数表示の場合、現在値の先頭に「+」、「－」が表示されます。 
・16進数表示の場合、浮動小数点も 16進数で表示されます。 
・多点 I/Oモニタの表示形式も、同時に切り換ります。 
・現在値変更時の入力形式も、現在の表示形式に合わせ変更されます。 

 
なお、タイマ、カウンタの設定値については、タイマ/カウンタ動作モードに従い
表示されます。このため、「10進 16進」ボタン押下による表示形式の変更はあ
りません。 
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3－6 多点 I/Oモニタを行うには 
多点 I/Oモニタとは、アドレスを指定して、その現在値を表示します。NS15では
最大 20点、NS12では最大 16点、NS10/8では最大 12点表示できます。 
またその指定アドレスに対して、強制セット/リセット、現在値変更をする機能で
す。 
 

3－6－1 モニタリングしたい I/Oを指定するには 
モニタする I/Oを指定する方法は、以下のとおりです。 

1. メイン画面で「I/Oモニタ」ボタンを押すと多点 I/Oモニタ画面が表示されます。 

 

多点 I/Oモニタ

 

2. 「追加」ボタンを押すと以下の画面が表示されます。 

 

 

3. 接点またはチャネルを選択し、オペランド種別リストからオペランド種別を選
択します。 

4. アドレスを入力します。 
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5. 「追加」ボタンを押すと、追加エリアのモニタリングが開始されます。 
モニタ可能なアドレス数は、NS15では最大 20点、NS12では最大 16点、NS10/8
では最大 12点です。（下図は、NS10で 12点モニタする場合の表示例） 

 

6. 多点 I/Oモニタに最大点数まで表示されている場合、さらに追加を行なうと、1
番目のアドレスが削除されます。 
（下図は、上の表示例でさらに「W001.01」を追加した場合。先頭に表示され
ていた「D00100」が削除され、他のアドレスは 1つずつ前にずれて表示されま
す。） 

 

7. アドレスおよび現在値が表示されている部分を押すと、カーソルが表示され、
選択状態になります。 
（下図は「D00200」にカーソルが表示された場合） 

 

8. 「削除」ボタンを押すと選択されたアドレスが削除されます。 

9. 「値変更」ボタンを押すと選択されたアドレスの現在値を変更できます。（「3-7 
アドレスの値を変更するには」参照） 

10. 再びメイン画面の「I/Oモニタ」ボタンを押すと、多点 I/Oモニタが終了します。 
 

参考 

 

・多点 I/Oモニタに登録した通信アドレスは、ラダーモニタを終了しても記憶さ
れており、次回ラダーモニタ起動時に、同じ通信アドレスをモニタできます。
・導通モニタ停止中は、現在値は表示されません。 
・CJ2シリーズでは BCD／バイナリモードのタイマ／カウンタ命令の共存が可能
になりました。このため、CJ2シリーズと接続している場合、I/Oモニタで選択
されているタイマ／カウンタアドレスが使用されている命令の動作モード
（BCD／バイナリ）の判別に時間を要するため、I/Oモニタでは「10進 16進」
押下での表示形式に関わらず、16進で表示されます。 
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3－7 アドレスの値を変更するには 
 
PLCの動作モードが「運転」モード以外の場合、チャネルまたは接点の値を変更
することができます。ラダーモニタでは、以下の変更ができます。 
・セット/リセット 
・強制セット/リセット 
・強制解除 
・現在値変更 
強制セット/リセットを行った接点のON またはOFF の状態は、強制解除するか、
再度、強制セット/リセットの操作を行うまで保持されます。外部入力やプログラ
ムの処理結果でも変更されません。セット/リセットで設定した接点の ON または
OFF の状態、およびチャネルの現在値変更については、強制的には保持されず、
外部入力やプログラムの処理結果によって変更されます。 
 

参考 

 

導通モニタを停止している場合は、導通モニタを起動してから、値変更を行なって
ください。導通モニタ停止中は、値変更は行なえません。 

 
 

3－7－1 指定した I/O を強制セット/リセットまたはセット/リセットす

るには 
 

お願い 

 

・ラダーモニタで以下の操作を行う場合、あるいはラダーモニタ起動中に、他の
ノードから CX-Programmerやプロコンにて、以下の操作を行う場合は、シス
テムの安全を十分に確認してから行ってください。 
 ・モニタデータの変更 
 ・動作モードの切替 
 ・強制セット/リセット 
 ・現在値、設定値の変更 
また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、パ
スワード機能を使用し、誤動作を防止してください。 
パスワード機能については、「3-14 パスワード機能を使用するには」を参照
してください。 

 

1. ラダー表示領域、または多点 I/Oモニタから、値を変更するアドレスを押し、
選択された状態（カーソルが表示された状態）にします。 

2. 「値変更」ボタンを押します。 
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②「値変更」ボタン
 を押下 

① 選択

① 選択

 

3. 「値変更」ダイアログが表示されます。 

 

4. セット、リセット、強制セット、強制リセットから選択します。強制状態を解
除する場合は、強制解除を選択します。 

5. 「更新」ボタンを押します。 
 
 

3－7－2 全アドレスの強制状態を解除するには 
全アドレスの強制状態を解除するには、以下の 2つの方法があります。 
・「値変更」ダイアログから実行 
・「強制状態確認」ダイアログから実行 

 

■ 「値変更」ダイアログから実行 

1. 「値変更」ダイアログの「全強制解除」ボタンを押します。 

2. 確認メッセージが表示されますので、「OK」ボタンを選択します。 
 

■ 「強制状態確認」ダイアログから実行 

「強制状態確認」ダイアログでは、強制状態の通信アドレスを一覧表示し、一括
で強制解除することができます。 
ラダーモニタ開始・終了時に「強制状態確認」ダイアログを表示し、ラダーモニ
タ開始前に強制状態の確認を促したり、強制状態のまま、不用意にラダーモニタ
を終了することがないように確認を促すことができます。 
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1. 「メニュー」ボタンで表示されるメニューから「強制状態確認」を選択します。 

2. 「強制状態確認」ダイアログが表示されます。 

 

3. 強制状態のアドレスを確認する場合は、「強制状態確認」を押します。 
強制状態のアドレスが一覧表示されます。 

4. 全アドレスの強制状態を解除する場合は、「全強制解除」ボタンを押します。 

5. 確認メッセージが表示されますので、「OK」ボタンを選択します。 

6. ラダーモニタ開始・終了時に「強制状態確認」ダイアログを表示する場合は、
「ラダーモニタ開始・終了時、強制状態を確認」から「行う」を選択します。 

 

参考 

 

・ラダーモニタ開始時に表示される「強制状態確認」ダイアログには、｢ラダーモ
ニタ開始｣ボタンが表示されます。強制状態の確認後、｢ラダーモニタ開始｣ボタ
ンを押してください。 
・ラダーモニタ終了時に表示される「強制状態確認」ダイアログには、｢操作画面
へ戻る｣ボタン、｢ラダーモニタ継続｣ボタンが表示されます。ラダーモニタを終
了する場合は、｢操作画面へ戻る｣ボタンを押します。引き続きラダーモニタを
使用する場合は、｢ラダーモニタ継続｣ボタンを押します。 
・「強制状態確認」ダイアログの強制状態アドレス一覧には、強制状態のアドレ
スが 100点まで表示されます。 

・CJ2シリーズと接続している場合、ラダーモニタ開始･終了時に強制状態アドレ
スが存在する場合に強制状態確認ダイアログが表示されます。 

 

3－7－3 指定した I/Oの現在値を変更するには 
モニタ中の I/Oの現在値を変更する方法は、以下のとおりです。 
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お願い 

 

・ラダーモニタで以下の操作を行う場合、あるいはラダーモニタ起動中に、他の
ノードから CX-Programmerやプロコンにて、以下の操作を行う場合は、シス
テムの安全を十分に確認してから行ってください。 
 ・モニタデータの変更 
 ・動作モードの切替 
 ・強制セット/リセット 
 ・現在値、設定値の変更 
また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、パ
スワード機能を使用し、誤動作を防止してください。 
パスワード機能については、「3-14 パスワード機能を使用するには」を参照
してください。 

 

1. ラダー表示領域、または多点 I/Oモニタから、値を変更するアドレスを押し、
選択された状態（カーソルが表示された状態）にします。 

2. 「値変更」ボタンを押します。 

 

②「値変更」ボタン 
 を押下 

① 選択 

① 選択 

 

3. 「値変更」ダイアログが表示されます。 
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4. 「値」に変更する値を入力します。 
入力時、数値の形式は、導通モニタの表示形式により、次のようになります。 

表示形式 入力形式 

16進数 「値変更」ダイアログで、以下から選択。 
・16進数（デフォルト） 
・10進数 

10進数 「値変更」ダイアログで、以下から選択。 
・16進数 
・10進数（デフォルト） 

10進数符号付 10進数符号付 

 応用命令で、2チャネル、4チャネルのオペランドを選択している場合は、それ
ぞれ 2チャネル、4チャネルに対する入力になります。 
なお、浮動小数点を選択している場合は、値変更はできません。 
タイマ／カウンタの現在値の場合は、動作モードが BCDモードの場合、現在の
表示形式によらず、BCD形式で入力します。 
動作モードがバイナリモードの場合は、導通モニタの表示形式により、次のよ
うになります。 

表示形式 入力形式 

16進数 「値変更」ダイアログで、以下から選択。 
・16進数（デフォルト） 
・10進数 

10進数 
符号付 10進数 

「値変更」ダイアログで、以下から選択。 
・16進数 
・10進数（デフォルト） 

5. 「更新」ボタンを押します。 
 

参考 

 

・CJ2シリーズでは BCD／バイナリモードのタイマ／カウンタ命令の共存が可能
になりました。このため、CJ2シリーズと接続している場合、I/Oモニタで選択
されているタイマ／カウンタアドレスが使用されている命令の動作モード
（BCD／バイナリ）の判別に時間を要するため、I/Oモニタでの現在値の変更
はできません。変更対象のタイマ／カウンタ命令を表示･選択し、値変更を行っ
てください。 
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3－8 タイマ/カウンタ設定値を変更す

るには 
 
タイマ／カウンタ設定値を変更する方法は、以下のとおりです。 
 

お願い 

 

・ラダーモニタで以下の操作を行う場合、あるいはラダーモニタ起動中に、他の
ノードから CX-Programmerやプロコンにて、以下の操作を行う場合は、シス
テムの安全を十分に確認してから行ってください。 
 ・モニタデータの変更 
 ・動作モードの切替 
 ・強制セット/リセット 
 ・現在値、設定値の変更 
また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、パ
スワード機能を使用し、誤動作を防止してください。 
パスワード機能については、「3-14 パスワード機能を使用するには」を参照
してください。 

 

・ 設定値を定数で指定している場合 

1. ラダー表示領域で、TIM/CNT命令の第 2オペランド（タイマ/カウンタ設定値）
を押し、選択された状態（カーソルが表示された状態）にします。 

2. 「値変更」ボタンを押します。 

 

 
①タイマ/カウンタ
設定値を選択 

②「値変更」ボタン
を押下 
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 3. 「タイマ/カウンタ設定値変更」ダイアログが表示されます。 

  

4. 変更する設定値を入力します。 
「タイマ／カウンタ設定値変更」ダイアログでの入力形式は、PLCのタイマ／
カウンタ動作モード（BCD／バイナリ）によります。（導通モニタの表示形式
にはよりません。） 
 
タイマ／カウンタ動作モードが BCDモードの場合 
「タイマ／カウンタ設定値変更」ダイアログは BCD入力形式となります。 
 

タイマ／カウンタ動作モードがバイナリモードの場合 
・設定値が 16進数で設定されている場合（例：#100）は、「タイマ／カウ
ンタ設定値変更」ダイアログは 16進数入力形式となり、「A」~「F」ボ
タンが表示されます。 
・設定値が 10進数で設定されている場合（例：&100）は、「タイマ／カウ
ンタ設定値変更」ダイアログは 10進数入力形式となります。 

 

5. 「設定」ボタンを押します。 
 
タイマ／カウンタ設定値変更を行なうと、画面の表示も更新され、変更した設定
値が画面に反映されます。 
 

・ 設定値をアドレスで指定している場合 

タイマ／カウンタ設定値をアドレスで指定している場合、指定 I/Oの現在値を変更
する方法は以下のとおりです。 

1. ラダー表示領域で、TIM/CNT命令の第 2オペランド（タイマ／カウンタ設定値）
を押し、選択された状態（カーソルが表示された状態）にします。 



3－8 タイマ/カウンタ設定値を変更するには 
 

70 

2. 「値変更」ボタンを押します。 

 
①タイマ/カウンタ
設定値を選択 

②「値変更」ボタン
を押下 

 

3. 「値変更」ダイアログが表示されます。 

  

4. 変更する設定値を入力します。 
「値変更」ダイアログでの入力形式は、PLCのタイマ／カウンタ動作モードが
BCDモードの場合、現在の表示形式によらず、BCD入力形式となります。 

 
動作モードがバイナリモードの場合は、導通モニタの表示形式により、次のよ
うになります。 

表示形式 入力形式 

16進数 「値変更」ダイアログで、以下から選択。 
・16進数（デフォルト） 
・10進数 

10進数 
符号付 10進数 

「値変更」ダイアログで、以下から選択。 
・16進数 
・10進数（デフォルト） 

 

5. 「設定」ボタンを押します。 
 

参考 

 

・導通モニタを停止している場合は、導通モニタを起動してから、タイマ／カウ
ンタ設定値変更を行なってください。導通モニタ停止中は、タイマ／カウンタ
設定値変更は行なえません。 
・タイマ／カウンタ設定値を変更すると、プログラムの変更が行なわれます。

CX-Programmerでモニタ中に、ラダーモニタでタイマ／カウンタ設定値を変
更した場合は,プログラムを一致させるために、CX-Programmerでプログラム
の転送［PLC→パソコン］を行なってください。  
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3－9 PLCの動作モードを変更するに

は 
 
ラダーモニタでは PLCの動作モードを「プログラム」モード，「モニタ」モード，
または「運転」モードに変更することができます。 
PLCの動作モードを変更する方法は、以下のとおりです。 
 
 

お願い 

 

・ラダーモニタで以下の操作を行う場合、あるいはラダーモニタ起動中に、他の
ノードから CX-Programmerやプロコンにて、以下の操作を行う場合は、シス
テムの安全を十分に確認してから行ってください。 
 ・モニタデータの変更 
 ・動作モードの切替 
 ・強制セット/リセット 
 ・現在値、設定値の変更 
また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、パ
スワード機能を使用し、誤動作を防止してください。 
パスワード機能については、「3-14 パスワード機能を使用するには」を参照
してください。 

 

1. メイン画面で「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「動作モー
ド変更」を選択します。 

2. 「動作モード変更」ダイアログが表示されます。 

3. プログラム、モニタ、運転のいずれかを選択し、「設定」ボタンを押します。 

 
動作モードを変更する場合には、確認メッセージが表示されます。「OK」を選
択すると、動作モードが切り換ります。「キャンセル」を選択すると、元の動
作モードのままで動作モードは変更されません 

 
注： CX-Programmerなど他の周辺ツールが、PLCにアクセス中は、動作モードが変更できな

いことがあります。 
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3－10 PLCで発生中の異常を表示する

には 
 
PLC（CPUユニット）で異常（運転停止異常または運転継続異常）が発生すると、
ボタン領域の上（I/Oコメント詳細表示と同じ領域）に、発生した異常が 1つ表示
されます。複数の異常が同時に発生しているときには、表示優先度の高い異常を 1
つだけ表示します。 
このとき、以下の方法で、PLCで発生中の異常を一覧表示することが可能です。
また、異常解除をすることも可能です。 

1. メイン画面で「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから｢PLC異常｣
を選択します。「発生中異常一覧」画面が表示されます。 

 
 

● 発生中異常リスト 

以下の異常が表示されます。（優先度順） 
メモリ異常 
I/Oバス異常 
ユニット／ラック No.二重使用エラー 
INNERボード停止異常 
I/O点数オーバー 
I/O設定異常 
プログラムエラー 
サイクルタイムオーバー 
システム異常（FALS） 
バージョン異常 
カード転送異常 

運転停止異常 

リテラルデータ異常 
システム異常（FAL） 
二重化（照合、バス、電源、通信）異常 
割込タスク／プログラム異常 
基本 I/O異常 
PLCシステム設定異常 
I/O照合異常 
INNERボード継続異常 
CPU高機能ユニット異常 
高機能 I/Oユニット異常 
SYSBUS異常 
バッテリ異常 
CPU高機能ユニット設定異常 

運転継続異常 

高機能 I/Oユニット設定異常 
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バックアップメモリ異常 
内蔵アナログ異常 
オプションボード異常 
タグメモリ異常 
二重化照合異常 
二重化バス異常 
二重化電源異常 

運転継続異常 

通信二重化異常 

注 1：異常が発生していない場合は、何も表示されません。 
注 2：二重化異常メッセージは CS1D二重化システムの異常です。 

2. 「閉じる」ボタンを押すとメイン画面に戻ります。 

 

3－10－1 PLC発生中の異常を解除するには 
PLCで発生中の異常を解除する方法は、以下のとおりです。 
 

お願い 

 

ラダーモニタで以下の操作を行う場合、あるいはラダーモニタ起動中に、他のノー
ドから CX-Programmerやプログラミングコンソールコンにて、以下の操作を行う
場合は、システムの安全を十分に確認してから行ってください。 
 ・異常解除 
 ・異常全解除 
 

1. 発生中異常一覧画面で、「解除」ボタンを押すと最も優先度の高いエラーをク
リアします。PLCの動作モードに関係なく実行できます。 

2. 「全解除」ボタンを押すと発生中の全エラーを解除します。PLCが「プログラ
ム」モード時のみ実行できます。 
注：CX-Programmerなど、他の SYSMACサポートソフトが PLCにアクセス中は、異常が解
除できないことがあります。 
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3－11 画面をキャプチャするには 
 
画面をキャプチャし、メモリカードに bmpファイルとして保存します。 
 

1. 「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「画面ハードコピー」を
選択します。 

 
メモリカードの以下のフォルダに bmpファイルが作成されます。 
   メモリカードディレクトリ¥LOG¥CAPTURE 
bmpファイルは screen_cap_XXX.bmp（XXX: 001～999）の名前で保存されます。 
 
screen_cap_XXX.bmpのファイル番号 001～999の全ての番号が使用されているか、
メモリカードの空き容量が不足している場合は、一番古いファイルが削除されて
から保存を実施します。 
キャプチャした bmpファイルは、NSのシステムメニュー「キャプチャデータ表示」
でも確認できます。（NSシリーズセットアップマニュアル「6-8-8 ビデオキャプ
チャ表示」参照） 
 

参考 

 

・メモリカードが装着されていない状態で画面キャプチャを実行した場合、bmp
ファイルは作成されません。 
・画面キャプチャの実行結果（完了、失敗）は、画面下部にメッセージ表示され
ます。 
例：完了時のメッセージ 

    
・作成される bmpファイルのサイズは次のとおりです。 
・NS15：約 1538KB 
・NS12：約 938KB 
・NS10/8：約 601KB 

 
 

お願い 

 

・メモリカードアクセス中は以下の操作をしないでください。 
・NS 本体の電源を OFF にする 
・NS 本体のリセットスイッチを押す 
・メモリカードを抜く 
・メモリカード給電中にメモリカードを抜かないでください。必ず手順を守って
引き抜いてください。 
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■ メモリカードを取り外すには 

ラダーモニタ起動中にメモリカードを取り外す方法は、以下のとおりです。 
 

1. 「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「メモリカード取外し」
を選択します。 

 

2. 「取外し」ボタンを押下します。 

3. 取外しが可能な状態になると、「取外し可能」と表示されます。 

  

4. NS本体に装着しているメモリカードを取り外します。 

5. 「戻る」ボタンを押すと、ダイアログが閉じます。 
 

お願い 

 

メモリカードを「取外し可能」にしたときに、再度メモリカードを使用する場合は、
NS本体にメモリカードを再度挿入してください。一旦、取外し可能状態にすると再
びメモリカードが挿入されるまで、NS本体からメモリカードへのアクセスが行えな
くなります。 
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3－12 プロコン機能を起動するには 
 
NSシリーズ本体のシリアルポートを使って CS/CJシリーズ CPUユニット（CJ2
シリーズは除く）と接続している場合、CS/CJシリーズのプログラミングコンソー
ルの代わりに「プロコン」機能を使用することができます。ラダープログラムの
カセットテープへの録音（保存）と再生以外のプログラミングコンソールの機能
を実行できます。 

お願い 

 

・プロコン機能を使用する場合、システムの安全を十分に確認してから下記の
操作を行ってください。 
  モニタデータの変更 
  動作モードの切り替え 
  強制セット/リセット 
  現在値、設定値の変更 
また、不特定の作業者によりラダーモニタが起動される可能性がある場合、
パスワード機能を使用し、誤動作を防止してください。 
パスワード機能については、「3-14 パスワード機能を使用するには」を参
照してください。 
・電源を ON/OFFする場合やリセットスイッチを押す場合は、システムの安全
を確かめてから操作してください。 

 

参考 

 

・NSシリーズ本体と CS/CJシリーズを Ethernet、または Controller Linkボー
ドを使って接続している場合、プロコン機能は使用できません。 
・CJ2シリーズではプロコン機能をサポートしていないため、CJ2シリーズと接
続している場合、プロコン機能は使用できません。 

 

3－12－1 プロコン機能を使用するための接続ポートと設定 
CS/CJシリーズと接続し、プロコン機能を実行する場合には PLCの CPUユニット
「ペリフェラルポート」か「232Cポート」に NSを接続する必要があります。NS
と CS/CJシリーズの「シリアルコミュニケーションボード」あるいは「コミュニ
ケーションユニット」、または「Ethernet」、「Controller Link」で接続した場合に
は、プロコン機能は動作しません。「シリアルコミュニケーションボード」か「コ
ミュニケーションユニット」接続は、ラダーモニタのみの接続となります。 

 
シリアルコミュニケ
ーションボード 

シリアルコミュニケーションユ
ニット 

             接続先 
 
 
 
 
CPU 

CPU 
ユニット
ペリフェ
ラルポー
ト 
（232C）

CPU 
ユニッ
ト 
232C 
ポート 

CS1W- 
SCB21 
（232C）

CS1W- 
SCB41 
（232C/4
22） 

CS1W- 
SCU21 
（232C） 

CJ1W- 
SCU41 
（232C/ 
422） 

CJ1W- 
SCU21 
（232C）
 

CS1G-CPU42/43/44/45-V1 ○ ○ × × ×   
CS1G-CPU42/43/44/45-H ○ ○ × × ×   
CS1H-CPU63/64/65/66/67-V1 ○ ○ × × ×   
CS1H-CPU63/64/65/66/67-H ○ ○ × × ×   
CS1D-CPU63/64/65/66/67-H ○ ○ × × ×   
CJ1G-CPU44/45 ○ ○    × × 
CJ1G-CPU42/43/44/45-H ○ ○    × × 
CJ1H-CPU65/66/67-H ○ ○    × × 
CJ1H-CPU65/66/67-H-R ○ ○    × × 
CJ1M-CPU12/13/22/23 ○ ○    × ×  
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シリアルコミュニケ
ーションボード 

シリアルコミュニケーションユ
ニット 

             接続先 
 
 
 
 
CPU 

CPU 
ユニット
ペリフェ
ラルポー
ト 
（232C）

CPU 
ユニッ
ト 
232C 
ポート 

CS1W- 
SCB21 
（232C）

CS1W- 
SCB41 
（232C/4
22） 

CS1W- 
SCU21 
（232C） 

CJ1W- 
SCU41 
（232C/ 
422） 

CJ1W- 
SCU21 
（232C）
 

CP1H-XA40DR-A, 
CP1H-XA40DT(1)-D 

 ○    × × 

CP1H-X40DR-A,CP1H-X40DT-D  ○    × × 
CP1H-Y20DT-D  ○    × × 
CP1L-L14DR-A/D,CP1L-L14DT(1)-D  ○    × × 
CP1L-L20DR-A/D,CP1L-L20DT(1)-D  ○    × × 
CP1L-M30DR-A/D,CP1L-M30DT(1)-D  ○    × × 
CP1L-M40DR-A/D,CP1L-M40DT(1)-D  ○    × × 

 
① CPUユニットの 232Cポートに接続して NSのプロコン機能起動中に、プログ
ラミングコンソールを CPUユニットペリフェラルポートに接続した場合、NS
のプロコン機能は無効となり、操作できなくなります。 

② ペリフェラルポートと接続する場合、RS-232C変換ケーブル（形 CS1W-CN118）
が必要となります。 

 

正しい使い方 

 

プロコン機能を使用するためには次の設定が必要です。 
・NSのシステムメニューの通信設定で号機番号を 0号機に設定してください。

0号機以外の設定ではプロコン機能は動作しません。 
・PLCのディップスイッチの設定を書き込み可にしてください。 
書き込み不可の設定ではプロコンは動作しません。 

 
 

3－12－2 プロコン機能を起動するには 
 

正しい使い方 

 

タッチスイッチを連続して高速押下すると、その入力が取り込めない場合がありま
す。1つの入力を確認した後、次の入力操作に移ってください。 
プロコンの操作終了後は、終了ボタンでプロコン機能を終了させてください。プロ
コン動作中にケーブルを抜いたり、PTの電源を OFFしたりすると、PLCと NS本
体間の通信ができなくなる場合があります。 

 

1. ラダーモニタのメイン画面で、「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニ
ューから「プロコン起動」を選択します。 

2. プロコン起動時、プロコン操作の確認画面が表示されます。「OK」を選択する
とプロコン機能が開始されます。「キャンセル」を選択すると元のラダー図画
面に戻ります。 

 

3. プロコン画面が表示されます。 
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4. 画面上にあるキーシート（タッチスイッチ）を操作します。プロコンのキー操
作方法については、「SYSMAC CS/CJ シリーズ プログラミングコンソー
ル」オペレーションマニュアルを参照下さい。 

5. 「終了」キーを押すとラダーモニタ画面に復帰します。 

6. モード切替えの操作は次のように行います。 
 

● モード切替えキー、モードロックキー 

プロコン機能の画面上の下図の部分には、PLCの動作モードを切替える「モード
切替えキー」と、不用意なモード変更を禁止する「モードロックキー」がありま
す。 

 
モード切替えキーの「RUN」、「MONITOR」「PROGRAM」の各部分はタッチス
イッチになっていて、この部分を押すことで、PLCの動作モードを切替えられま
す（実際のプロコンと異なり、RUNモード―PROGRAMモード間で直接切り替え
ることができます）。 
モードロックキーの部分はタッチスイッチになっていて、押すたびに「ロック ON」
（鍵なし）と「ロック OFF」（鍵あり）が切り替わります。ロック ON中は、モ
ード切替えキーの操作は無効となります。また、ロック ON中とロック OFF中で
は、次のようにモード表示が変わります。 
 
プロコン機能起動時には、ロック ONになっています。 
ロック OFFの状態でモード切替えキーの「RUN」、「MONITOR」、「PROGRAM」  
のいずれかを押すと、モードが切り替わりロック ONの状態になります。 
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● ロック OFF中 

 

MONITOR 

RUN PROGRAM 

MONITOR

RUN PROGRAM

MONITOR 

RUN PROGRAM

RUNモード MONITORモード PROGRAMモード

 

● ロック ON中 
RUNモード MONITORモード PROGRAMモード 

MONITOR 

RUN PROGRAM 

MONITOR 

RUN PROGRAM 

MONITOR 

RUN PROGRAM 

 

 

3－12－3 プロコン起動を禁止するには 
ラダーモニタ画面からプロコン起動をする/しないの設定をすることができます。 

1. 「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニューから「各種設定」を選択し
ます。 

2. 「各種設定」ダイアログから、「プロコン設定」を選択します。 
・「許可」ボタンでプロコン起動が可能となります。 
・「禁止」ボタンを押すとプロコン起動が禁止となり、「メニュー」メニュー
に「プロコン起動」が表示されません。 
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3－13 ホスト（対象 PLC）を切り換える

には 
 
NSシリーズ本体に接続し、ホスト登録している PLCの中から、ラダーモニタをお
こなう PLC（ホスト）を選択します。 
NSシリーズ本体と PLCを次のような構成で接続している場合はホストの選択は
不要です。 
・シリアルポート A、Bの片方にのみ、対象とする PLCを接続している場合 
・シリアルポート A、B、および Ethernetに PLCを接続していて、シリアルポート

Aの PLCを対象とする場合 
シリアルポート A、Bともに PLCを接続していて、シリアルポート Bの PLCを対
象とする場合、Ethernet、Controller Linkを使って PLCと接続する場合、または NSJ
シリーズのコントローラ部（Controller）と接続する場合は、接続するホストを指
定する必要があります。 

1. 「メニュー」ボタンを押下し、表示されるメニューから「ホスト切換」を選択
します。以下の「ホスト切換」画面が表示されます。 

 
「ホスト名称」リストには、選択した通信経路に対して CX-Designerで作成し
た「ホスト名称」が表示されます。 

2. 「通信経路」から接続対象のホストが接続されている通信ポートを選択します。
続いて「ホスト名称」から接続対象とするホスト名称をを選択し、「OK」ボタ
ンを押します。 
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3－14 パスワード機能を使用するには 
 
ラダーモニタで以下の操作を行う前にパスワードの入力を求めることができます。 
・アドレスの値の変更 
・セット/リセット 
・強制セット/リセット 
・強制解除 
・現在値変更 

・タイマ／カウンタ設定値の変更 
・動作モードの切替 
・プロコン機能の起動 
ラダーモニタで設定したレベルと一致するパスワードを入力した場合にのみ、操
作が可能になります。上記の操作を実行するたびにパスワード入力が要求されま
す。 
 

● 設定 

1. ラダーモニタ動作状態で、NSシリーズ本体の以下の 2箇所を同時に押します。 

・NS15の場合 

ファンクションキー（F1）と NS画面の右上隅 

 

 

・NS12/10/8の場合 

NS画面上側の 2隅 

 

 

2. 以下の「パスワード設定」画面が表示されますので「使用する」を選択し、要
求するパスワードのレベルをレベル 1～レベル 5から選択します。 
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● NS画面上での操作 

ここでは、PLCの動作モードを変更する場合を例に説明します。 

1. メイン画面で「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「動作モー
ド変更」を選択します。 

2. 「パスワード認証」ダイアログが表示されます。 

 

3. 設定の手順 2で選択したレベルのパスワードを入力し、「確定」ボタンを押下
します。 

指定したレベルのパスワード文字列と一致するパスワードが入力された場合のみ、
「動作モード変更」ダイアログが表示されます。 

 

参考 

 

・パスワード機能（レベル機能付）の場合も、該当操作を実行するたびにパスワ
ード入力が要求されます。 

・パスワードは CX-Designerで設定します。システムメニューで、パスワードの
変更ができます。 
・パスワードは 16文字以内の半角英数字のみ設定できます。 
・指定したレベルにパスワード文字列が設定されていない場合は、エラーメッセ
ージが表示され、該当機能を実行できません。CX-Designerまたはシステムメ
ニューから 1文字以上のパスワード文字列を設定してください。 
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第4章 

トラブルシューティング 
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4－1 故障かなと思ったら 
ラダーモニタで発生する異常一覧を記します。一覧に該当する異常がない場合、
および復旧処理後も正常に動作しない場合は、システムが不安定になっています。
その場合は NSシリーズ本体を再起動してください。 

4－1－1 ラダーモニタが起動しない 
メッセージ 原因 対応策 

/at0/ldrmt/が見つかりませ
ん。コンパクトフラッシュ
にラダーモニタを再インス
トールしてください。 
/at0/ldrmt/（file名）が見つか
りません。コンパクトフラ
ッシュにラダーモニタをイ
ンストールしてください。 
/at0/ldrdata/が見つかりませ
ん。コンパクトフラッシュ
にラダーモニタをインスト
ールしてください 
/at0/ldrmt/のサイズが 0で
す。コンパクトフラッシュ
にラダーモニタを再インス
トールしてください。 
起動時チェックリストの読
み込みに失敗しました。コ
ンパクトフラッシュにラダ
ーモニタをインストールし
てください。 
 

①メモリカードに必要なファ
イルが有りません。 

②メモリカードが不良のた
め、アクセスできません。

メモリカードに必要なファイルを CD-ROMから
転送し直してください。 
ノートパソコン等で、メモリカードが正常に読
み込めるかをチェックしてください。 

システムのバージョンチェ
ックに失敗しました。NSの
システムプログラムを再イ
ンストールしてください。 
 

NSのシステムプログラムに
異常があります。 

NSのシステムプログラムを再インストール（リ
カバー）してください。再インストール後も同
じ現象が発生する場合は、弊社サービスセンタ
ーへご連絡ください。 
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4－1－2 FINSコマンド異常・システムファイル異常のメッセージ 
メッセージ 原因 対応策 

登録されているホスト情報
とホスト切換に不整合があ
ります。ホスト切換を再確
認して下さい。アプリケー
ションを終了して下さい。 

①ホスト切換の読み込みに
失敗しています。 

②ＰＬＣと通信するための
通信ポート設定がありま
せん。（初期起動時） 

終了ボタンを押下後、NS本体のシステム設定で通信設定を
変更してください。 

ポートのオープンに失敗し
ました。 

①通信ポートのオープン・
クローズに失敗していま
す。 
初期通信確立時にタイム
アウトが発生していま
す。 
設定している通信ポート
に PLCが接続されていな
い。 

②登録されているホストと
の通信が不可能なとき。

 

「接続・ホスト切換」ダイアログが表示されますので、以下
のいずれかを行ってください。 
・「ホスト切換」ボタンを押下後、接続するホストを変更し
てください。 

・「終了」ボタンを押下後、NS本体が立ち上がりますので
システム設定で通信設定を変更してください。 

・「接続」ボタンを押下すると通信のリトライを行います。
 

相手アドレスが正しくあり
ません。通信設定を再確認
して下さい 

相手アドレスが正しくない
ため、Finsコマンドの送信
エラーが発生しています。
システムで定義している、
接続先のネットワーク、ノ
ードアドレスデータが壊れ
ています。 

以下のいずれかを行ってください。 
エラーメッセージダイアログが表示されますので OKボタン
を押して処理を終了させます。 

①「接続・ホスト切換」ダイアログが表示された場合は、「ホ
スト切換」ボタンを押下後、接続するホストを変更してく
ださい。 

②「接続・ホスト切換」ダイアログが表示されないときは、
｢メニュー｣ボタンを押下し、表示されるメニューから｢通
信設定｣を選択してください。表示される「ホスト切換」
ダイアログから通信設定を変更してください。 

③①または②で回復しない場合は、終了ボタンを押下しラダ
ーモニタを終了させ、NS本体のシステムメニューで通信
設定を変更してください 

ノイズによるデータ化け・
PLCからの、Finsコマンド
の受信エラーが発生してい
ます。 

以下のいずれかを行ってください。 
・「操作画面に戻る」ボタンを押下し、ラダーモニタを終了
してください。 

・「ラダーモニタ継続」ボタンを押下し、通信復帰を行なっ
てください。 

データ受信中に通信エラー
が発生しました。想定され
る原因は以下の通りです。 
・ノイズによるデータ化け 
・ホスト側の通信コマンド
不良 
MRES=XX,SRES=XX 

ホストに UM読出プロテク
トが設定されている状態
で、回路の読出しや検索を
行ないました。 

ラダーモニタから回路の読出しを行なう場合は、
CX-Programmerからホストの UM読出プロテクトを解除して
ください。 

モニタリングのアドレスが
正しくありません。 
I/Oモニタの登録をすべて
削除します。 

モニタリング中の I/Oが不
正です。 
接続している PLCについ
て、範囲外の I/Oアドレス
がラダー回路あるいは I/O
モニタに有ります。 

OKボタンを押下し、多点 I/Oモニタにモニタリング対象ア
ドレスを追加してください。 

現在値変更した I/Oが書き
込み不可となっています。

OKボタンを押下して処理を終了してください。 I/O種別選択で設定したア
ドレスが書込み不可能なア
ドレスです。アドレスを確
認し、再度入力してくださ
い。 
割付ホスト：XXXX 
割付アドレス：XXXX 
MRES=XX,SRES=XX 
 

ネットワーク経由のFINS書
込プロテクト機能が有効に
なっているホストに対し、
アドレスなどの値変更を行
ないました。 

ラダーモニタからの書き込みを許可する場合は、
CX-Programmerの｢PLCシステム設定｣で｢プロテクト対象外
ノード指定｣を行なってください。NTリンク 1:N接続時は、
ノードアドレスとして、NS本体の NTリンク号機番号+1の
値を設定してください。 
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メッセージ 原因 対応策 

通信ケーブルの接続不良・
CS1シリーズの通信サービ
ス停止（電源 OFFなどによ
る）により、 Finsコマンド
の受信タイムアウトエラー
が発生しています。 
 

通信ケーブルを確認し、以下のいずれかを行なってくださ
い。 
・「操作画面に戻る」ボタンを押下し、ラダーモニタを終了
してください。 

・「ラダーモニタ継続」ボタンを押下し、通信復帰を行なっ
てください。 

PLC：PT＝1：多（最大 8）
の接続構成などで、通信回
線上の通信トラフィックが
高負荷になっています。 

NS本体のシステムメニューで通信リトライ回数を大きくし
てください。（デフォルトはリトライ回数＝5回） 

命令検索で時間がかかる条
件（100Kステップ以上のプ
ログラムがあるときなど）
のため、監視時間内に検索
が終了しない。 

検索タイムアウト監視時間設定で、検索時の通信タイムアウ
ト時間を大きくしてください。 

データ受信中にタイムアウ
トエラーが発生しました。
想定される原因は以下の通
りです。通信ケーブルの接
続不良 
ホストの通信サービスの停
止 
MRES=XX,SRES=XX  
操作画面に戻しますか？ 
 

PLCと NTリンク（1：N）
で接続している場合に、PLC
側の［PLCシステム設定］
で「NT/PLCリンク最大 No.」
に 0が設定されています。

「NT/PLCリンク最大 No.」を 1以上に設定してください。

他の周辺ツールがアクセス
中です。アクセス権が解放
されるのを待って、コマン
ドを再実行してください。
割付ホスト：XXXX 
割付アドレス：XXXX 
MRES=XX,SRES=XX 

他の周辺ツール
（CX-Programmerなど）が
同一の CS1シリーズにアク
セスしています。 

OKボタンを押下して処理を終了してください。 
他の周辺ツールからのアクセス終了後、再度同一処理を行っ
てください。 

異常が解除できません。
MRES=XX,SRES=XX 

異常解除時に PLCの異常原
因がクリアされていませ
ん。 
全異常解除は、PLC動作モ
ードがプログラムモードで
のみ有効ですがプログラム
モードになっていません。

OKボタンを押下してダイアログを閉じてください。 
その後、再度解除操作を行ってください。全異常解除の場合
は、PLCをプログラムモードに変更してから行ってください。

接続できない PLCです。
機種コード=XX 
操作画面に戻します。 

サポート外の PLCが接続さ
れています。 

接続されている機種を確認後、再度ラダーモニタを起動して
ください。SYSMAC CS/CJシリーズ PLCと接続可能です。

・I/Oコメントファイルがオ
ープンできません。 
・I/Oコメントファイルのデ
ィレクトリがオープンでき
ません。 

I/Oコメントファイル設定
ができていない場合および
メモリカード異常等によ
り、I/Oコメントファイルが
読み込めない場合に発生し
ます。 

I/Oコメントファイルが存
在しません。 

I/Oコメントファイルの設
定時、I/Oコメントファイル
がないときに発生します。

ノートパソコン等で、メモリカードが正常に読み込めるかを
チェックしてください。また I/Oコメントファイルの存在有
無をチェックしてください。指定している I/Oコメントファ
イルがない場合は該当ファイルをメモリカードの ldrdataフ
ォルダへコピーしてください。 

システム初期化ファイルの
オープンに失敗しました。

ラダーモニタのシステム初
期化ファイル（plcmon.ini）
が存在しないあるいはメモ
リカード異常等により、シ
ステム初期化ファイルにア
クセスできない場合に発生
します。 

ノートパソコン等で、メモリカードが正常に読み込めるかを
チェックしてください。またシステム初期化ファイルの有無
をチェックしてください。システム初期化ファイルが無い場
合はメモリカードの ldrmtフォルダへ CD-ROMからコピーし
なおしてください。システム初期化ファイルが読み込み専用
になっている場合は、その属性をクリアしてください。 
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メッセージ 原因 対応策 

ラダーモニタシステム内で
プロセス間の通信異常が発
生しました。アプリケーシ
ョンを終了しますか？ 

ラダーモニタシステム上で
プロセスが異常状態となっ
ています。 

ラダーモニタを終了して、NS本体を再起動してください。

 

4－1－3 操作異常・入力異常・該当なし異常のメッセージ 
メッセージ 原因 対応策 

プログラムを PLCから読出
せません。 
読出しプロテクトされてい
ます。操作画面に戻します
か？ 

PLCにUM読出プロテクトが
設定されています。 

CX-Programmerから PLCの UM読出プロテクトを解除し
た後、再度ラダーモニタを起動してください。 

指定されたタスクはタスク
読出プロテクトが設定され
ているため、読み出せませ
ん。 
指定されたタスクはタスク
読出プロテクトが設定され
ているため、検索できませ
ん。 

タスク読出プロテクトが設定
されているタスクを対象に、
検索を実行しました。 

CX-Programmerから PLCのタスク読出プロテクトを解除
した後、再度ラダーモニタを起動してください。 

入力アドレスが範囲外です。 
 

I/O（接点・チャネル）アドレ
スの入力値が不正です。 

正常な値を再入力してください。 

入力タスク No.が範囲外で
す。入力タスク No.を確認し
てください。 

タスク No.の入力値が不正で
す。 

サイクル実行タスク（CS1/CJ1/CPの場合:0～31、CJ2の場
合:0～127）,割込みタスク（0～255）を入力してください。

プログラムアドレスが範囲
外です。プログラムアドレス
を入力してください。 

プログラムアドレス（ステッ
プ番号）の入力値が不正です。

正常な値を再入力してください。 

入力した条件での命令/接点
検索は不可能です。検索条件
を確認してください。 
 

指定条件での命令・接点検索
が不正です。 

各命令の仕様にあった形式で指定条件を入力してくださ
い。 

該当する回路が検索されま
せんでした。 

指定条件に該当する回路が検
索できませんでした。 
以下の原因が考えられます。
タスク内の先頭・最終回路よ
り前・次回路を検索していま
す。 
プログラムに指定された検索
条件の命令などがありません

検索条件を再確認してください。 

表示できない回路です。 以下の場合が考えられます。
・回路として成立しない回路
・22行をオーバーする回路
・ブロックプログラム内で、
ラダー表示できない命令
が出現したとき 

・Trの数が 9個以上使用され
ている 

プログラム内容を CX-Programmerで確認してください。

この EMバンクは PLCに設
置されていません。 

接続されている PLCでサポ
ートしていない EMバンクを
指定しました。 
 

有効な EMバンクを指定してください。 
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メッセージ 原因 対応策 

モニタ点数がオーバーして
います。モニタリングは続行
しますが、オーバーしたアド
レスの現在値は正しくあり
ません。 

ラダー回路と I/Oモニタでモ
ニタ中の I/O点数が最大値
（167）を超えました。168個
以上の現在値は０あるいはス
ペース表示となります。 
 

モニタリングが必要な回路のみの表示にしてください。あ
るいは、多点 I/Oモニタを終了してください。 

該当するアドレスが検索さ
れませんでした。先頭から検
索しなおしますか？ 

次検索を行ないましたが、該
当するアドレスが検索されま
せんでした。 

メッセージの｢OK｣ボタンを押すと回路の先頭から再度検
索を行ないます。｢キャンセル｣ボタンを押すと検索を終了
します。 

検索結果がありません。検索
を行ってから操作してくだ
さい。 

検索が行なわれていない状態
で、｢検索戻｣ボタンを押しま
した。 

検索戻は、前回の検索箇所に戻る機能です。検索を行なっ
てから実行してください。 

I/Oコメントが読み出せない
PLCです。 

変数テーブルの転送をサポー
トしていない PLCから I/Oコ
メントを読み出そうとしまし
た。 

I/Oコメント抽出ツールを用いて、I/Oコメントファイルを
作成してください。 

I/Oコメントの読出処理に失
敗しました。 

PLCから I/Oコメントを読み
出そうとしましたが、NS本体
内、またはメモリカードに空
き容量が不足しているため、
I/Oコメントファイルを作成
できません。 

「I/Oコメントファイル設定」ダイアログで不要な I/Oコ
メントファイルを削除して、空き容量を増やしてくださ
い。 

PLCに I/Oコメントが存在し
ません。 

I/Oコメントデータが存在し
ない PLCに対して、I/Oコメ
ントを読み出そうとしまし
た。 

PLCに I/Oコメントが存在し
ません。 
以前読み出したファイルを
削除しますか？ 

前回 I/Oコメントデータを読
み出した PLCに再接続した
際、PLCに I/Oコメントデー
タがありませんでした。 

・PLCに変数テーブルを転送し、再度 I/Oコメントの読み
出しを行なってください。 

・I/Oコメント抽出ツールで、I/Oコメントファイルを作成
し、メモリカードまたは NS本体に格納してください。

アドレスを指定してくださ
い。 

多点 I/Oモニタで、モニタす
るアドレスを追加するとき、
アドレス番号を指定しません
でした。 

アドレス番号を指定してください。 

CH種別に対し、範囲外の値
を入力しようとしました。

現在値変更時に、不正値の入
力をしました。 

CH種別に対して正常な値を入力してください。 

運転モード中は値を変更で
きません。 

運転モード中に現在値、また
はタイマ／カウンタ設定値を
変更しようとしました。 

モニタモードまたはプログラムモードに変更してくださ
い。 

タイマ／カウンタの動作モ
ードの設定がラダーモニタ
と接続 PLCで異なるため値
を変更できません。 
ラダーモニタ：XXXモード 
PLC：XXXモード 
設定を一致させるために、操
作画面に戻り、再度ラダーモ
ニタを起動させてください。 

タイマ／カウンタの動作モー
ドの設定がラダーモニタと接
続 PLCで異なります。 

ラダーモニタを再起動してください。 

回路が変更されているため
設定できません。 
再度回路を読出し設定して
ください。 

タイマ／カウンタ設定値変更
を行なうとした回路が、ラダ
ーモニタで読み出した後、
CX-Programmerなどから変更
されています。 

回路を再度読み出してください。 
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メッセージ 原因 対応策 

PLCに他の周辺ツールがア
クセス中のため変更できま
せん。変更するには PLCと
他の周辺ツールの接続を解
除してください。 

CX-Programmerでオンライン
エディット中またはプログラ
ム転送中に、タイマ／カウン
タ設定値変更を行ないまし
た。 

CX-Programmerと PLCの接続を解除し、もう一度タイマ
／カウンタ設定値変更を行なってください。 

ラダーモニタがメモリカー
ドから起動されているため、
メモリカードを取外すこと
ができません。 

メモリカードからラダーモニ
タを起動している場合に、｢メ
モリカード取外し｣を実行し
ました。 

メモリカードに格納したラダーモニタの起動中は、メモリ
カードを取り外すことはできません。 
メモリカードを取り外す場合は、ラダーモニタを終了し、
システムメニューの｢データ初期化｣タブから取り外しを
行なってください。 

I/Oモニタではタイマ/カウ
ンタの現在値を変更するこ
とができません。変更対象の
タイマ/カウンタ命令を表
示、選択し、値変更を選択し
てください。 

CJ2と接続しているとき、I/O
モニタでタイマ／カウンタア
ドレス（チャネル）を選択し、
「値変更」を実行しました。

出力命令検索などで変更対象のタイマ／カウンタを表示、
選択し、現在値変更を行ってください。 

オフセット指定アドレスに
対する接点検索はできませ
ん。アドレス検索で対象アド
レスを検索してください。 

オフセット指定アドレスを使
用している出力命令を選択
し、出力命令→接点検索を実
行しようとしました。 

オフセット指定アドレスを使用している出力命令から接
点を検索することはできません。アドレス検索で対象アド
レスを検索してください。 

オフセット指定アドレスに
対する出力命令検索はでき
ません。アドレス検索で対象
アドレスを検索してくださ
い。 

オフセット指定アドレスを使
用している接点を選択し、接
点→出力命令検索を実行しよ
うとしました。 

オフセット指定アドレスを使用している接点から出力命
令を検索することはできません。アドレス検索で対象アド
レスを検索してください。 

 

4－1－4 プロコン機能での異常メッセージ 
メッセージ 原因 対応策 

プロコン機能動作中に通信
エラーが発生しました。想定
される原因は次のとおりで
す。 
・通信ケーブルの接続不良 
・PLCにプロコンが接続さ
れている。 

・PLCの通信設定が正しく
ない。 

プロコン起動時、あるいはプ
ロコン動作中に通信異常が発
生しました。 

接続ケーブルが抜けていないか確認して下さい。 
CS/CJシリーズの CPUユニットの「232Cポート」「ペリ
フェラルポート」でプロコンが有効となります。接続ポー
トを確認してください。 
プロコン機能動作中 Programming Console が接続され
たため、プロコン機能が停止しました。 
「確認」ボタンを押すとプロコン機能を停止しラダーモニ
タ画面に戻ります。再度プロコン操作をするには、もう一
度プロコン起動を行ってください。 

プロコン機能は号機番号が
0のときしか使用できませ
ん。システムメニューの通信
設定をご確認ください。 

NSのシステムメニューの通
信設定で号機番号が 0以外に
設定されています。 

号機番号を 0に設定してください。 
0号機以外はプロコン機能に使用できません。 

プロコン機能は CPU内蔵の
RS-232Cポートかペリフェ
ラルポートしか使用できま
せん。 
ケーブルの接続先をご確認
ください。 

CPU内蔵の RS-232Cポート
もしくは、ペリフェラルポー
ト以外に接続されている。 

CPU内蔵の RS-232Cポートもしくはペリフェラルポート
に接続してください。 

アクティブなポートが見つ
かりません。システムメニュ
ーの通信設定をご確認くだ
さい。 

ラダーモニタの「ホスト切換」
でポートAあるいはBが設定
されていない。 

ラダーモニタ・プロコン機能は NSのポート Aあるいは B
のとき使用可能です。 
ラダーモニタの「ホスト切換」でポート Aあるいはポー
ト Bを設定してください。 
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メッセージ 原因 対応策 

PLCが書きこみ不可になっ
ているとプロコンポートは
使用できません。PLCのデ
ィップスイッチ 1を確認し
てください。 

PLCが書きこみ不可に設定さ
れている。 

PLCのディップスイッチ 1の設定を書き込み可に設定し
てください。 

プロコンに切り替えられま
せん。メモリカードを確認
してください。 

メモリカードに必要なファイ
ルがありません。メモリカー
ドが不良のためアクセスでき
ません。 

メモリカードに必要なファイルを CD-ROMから転送し直
してください。ノートパソコン等で、メモリカードが正常
に読み込めるかをチェックしてください。 

ネットワーク経由のFINS書
込プロテクトが有効になっ
ているためプロコン機能は
使用できません。 

ネットワーク経由の FINS書
込プロテクト機能が有効にな
っているホストに対し、NT
リンク 1:Nで接続している。

プロコン機能を使用する場合は、CX-Programmerの「PLC
システム設定」で「ネットワーク経由の FINS書込プロテ
クト機能を有効にする」をチェック OFFしてください。
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付－1 CX-Programmerとの機能比較

一覧 
 

付－1－1 ラダー回路表示 
機能 NSシリーズ CX-Programmer  

1回路の制限 行数 22行。行数オーバーは「回路エラー」。 制限なし 
 TR数 ラダー1回路で 8個以内の TR接点が

使用された回路を表示。9個以上の場
合は表示できません。 

CS1 CPUユニットの仕様である TR接点
16個までの回路をラダー表示する 

続き表示 入力接点が NS15では 21個以上、
NS12では 16個以上、NS10/8では 13
個以上のAND接続される回路は続き
命令（－■）で折り返し表示する。

入力接点 ANDで、そのまま直列につな
ぐ。個数制限ない。 
折り返し表示無し 
横スクロールして表示確認する。 

応用命令表示 一段内に横表示 複数段で縦表示 
ニモニック表示 機能なし。 ニモニック表示可。 

ラダー回路上表示：半角 5文字まで。
I/Oコメントは 1行表示、3行表示の
切換えが可能。 
詳細表示：NS15は半角 71文字、NS12
は半角 43文字、NS10/8は半角 23文
字まで。 
表示可能 I/Oコメント数： 
グローバルコメント 65535点 
ローカルコメント  65535点 

全角 127文字まで入力可。表示は full文
字（10段）まで指定可 
I/Oコメント数： 
グローバルコメント 制限なし 
ローカルコメント  制限なし 

I/Oコメントの表示 

・半角の「¥」を｢ ｣（半角のバック
スラッシュ）として表示 

・以下の全角の記号を半角で表示 
「´」、「‥」、「±」、「×」、
「÷」、「°」、「§」 

入力した文字を表示 

I/O名称（変数）の表示 機能なし 変数を使ったラダー表示可 
注釈文、行コメント、 
付箋紙の表示 

機能なし 表示可 

一部特殊補助リレーの表示 アドレスで表示（例：A200.11） 
下表参照 

名称で表示（例：P_First_Cycle） 

微分入力、都度リフレッシュ
入力接点表示 

↑、↓、！による表示 同左 

応用命令の微分表示 
都度リフレッシュ表示 

立上がり＠、立ち下がり％ 
都度リフレッシュ！表示 

同左 

立上り微分（DIFU）命令、
立下り微分（DIFD）命令の
オペランドの接点表示 

立上り微分（DIFU）命令および立下
り微分（DIFD）命令のオペランドを
接点とした場合、通常の接点表示と
なる。 

立上り微分（DIFU）命令のオペランドを
接点とした場合、接点記号は、 と
表示される。立下り微分（DIFD）命令の
オペランドを接点とした場合、接点記号
は、 と表示される。 
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ラダーモニタ、CX-Programmerで表示が異なる特殊リレーは、以下のとおりです。 
アドレス ラダーモニタ上の

表記 
CX-Programmer上の表記 I/Oコメント 

A200.11 A200.11 P_First_Cycle 運転開始時 1サイクル ONフラグ 
A200.12 A200.12 P_Step ステップラダー1サイクル ONフラグ
A200.15 A200.15 P_First_Cycle_Task タスク初回起動フラグ 
A401.08 A401.08 P_Cycle_Time_Error サイクルタイムオーバーフラグ 
A402.04 A402.04 P_Low_Battery 電池異常 
A402.09 A402.09 P_IO_Verify_Error I/O照合異常 
A500.15 A500.15 P_Output_Off_Bit 負荷遮断フラグ 

 
 

付－1－2 ラダー回路導通モニタ 
機能 NSシリーズ CX-Programmer 

回路の導通表示 色による導通表示 同左 
応用命令 Chデータ、TIM/CNT
現在値表示 

ラダー上に現在値表示 同左 

微分モニタ/停止モニタ なし あり 
強制セット/リセットまたはセ
ット/リセット 

ラダー上または多点 I/Oモニタで
可能 

ラダー上で接点、チャネルを指定して変
更可能 

現在地変更 あり。ただし浮動小数点は不可。 あり 
設定値変更 あり あり 
タイマ／カウンタ設定値変更 あり 

ただし、アドレス指定された設定
値は変更不可 

あり 

比較命令のオペランドに
DM/EM の間接指定を使用す
る場合 
時刻比較命令 

比較命令より右側部分の導通表示
なし。（接点、コイルの ON/OFF 状
態、応用命令に使用しているオペ
ランドの現在値表示は行なわれ
る） 

比較命令の上の部分を黄色で表示。 
比較命令より右側部分の導通表示なし。
（接点、コイルの ON/OFF 状態、応用命
令に使用しているオペランドの現在値
表示は行なわれる） 
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付－1－3 回路検索機能 
機能 NSシリーズ CX-Programmer 

接点検索 可 可 
命令検索 オペコード＋オペランドによる接

点 OUT系の命令。 
オペコード＋オペランドによる全命令
検索。 

アドレス検索 可 可 
次回路／前回路検索 可 可 
コメント／ストリング検索 なし 可 
接点アドレス JUMP機能（ラ
ダー上のカーソル位置の接点
を使っている回路へ Jump） 

可 可 

回路番号へ Jump なし 可 
NSの画面から、アラームとし
て設定したアドレスを検索 

可 なし 

前回の検索結果へ戻る 可 可 
END命令以降の検索 なし 可 
アドレス検索（ワード） 各オペランドの指定チャネル（1チ

ャネル）が検索対象 
各オペランドの指定チャネル以降（各命
令で使用チャネル分）も検索対象 

JMP・JME命令の検索での第
1オペランドの指定 

なし 可 

 

付－1－4 多点 I/Oモニタ 
機能 NSシリーズ CX-Programmer 

連続 I/Oエリアの一括モニタ
リング 

なし あり 

指定 I/Oのモニタ あり あり 
強制セット／リセットまたは
セット/リセット 
現在値変更 

指定多点 I/Oモニタで可能 連続 I/Oエリアの一括モニタ、指定多点
I/Oモニタで可能 
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付－2 NSシリーズラダーモニタのご使

用にあたって 
 

NSシリーズ（V
なし）（注 2） 

形 NS12-TS00（B） 
形 NS12-TS01（B） 
形 NS10-TV00（B） 
形 NS10-TV01（B） 
形 NS7-SV00（B） 
形 NS7-SV01（B） 

NS-V1シリーズ 形 NS12-TS00（B）-V1 
形 NS12-TS01（B）-V1 
形 NS10-TV00（B）-V1 
形 NS10-TV01（B）-V1 
形 NS8-TV00（B）-V1 
形 NS8-TV01（B）-V1 
形 NS8-TV10（B）-V1 
形 NS8-TV11（B）-V1 

使用可能な NSシリーズ本体の形式 

NS-V2シリーズ 形 NS15-TX01□-V2 
形 NS12-TS00（B）-V2 
形 NS12-TS01（B）-V2 
形 NS10-TV00（B）-V2 
形 NS10-TV01（B）-V2 
形 NS8-TV00（B）-V2 
形 NS8-TV01（B）-V2 

使用可能な NSJシリーズ本体の形式 NSJシリーズ 形 NSJ12-TS00（B）-G5D 
形 NSJ12-TS01（B）-G5D 
形 NSJ10-TV00（B）-G5D 
形 NSJ10-TV01（B）-G5D 
形 NSJ8-TV00（B）-G5D 
形 NSJ8-TV01（B）-G5D 

CS1シリーズ  形 CS1H-CPU□□（-V1） 
形 CS1G-CPU□□（-V1） 
形 CS1H-CPU□□H 
形 CS1G-CPU□□H 
形 CS1D-CPU□□H 

CJ1シリーズ 形 CJ1G-CPU□□ 
形 CJ1G-CPU□□H 
形 CJ1H-CPU□□H 
形 CJ1H-CPU□□H-R 
形 CJ1M-CPU□□ 

CJ2シリーズ 形 CJ2H-CPU□□（-EIP） 
形 CJ2M-CPU□□ 

CP1Lシリーズ 形 CP1L-L14D□-□ 
形 CP1L-L20D□-□ 
形 CP1L-M30D□-□ 
形 CP1L-M40D□-□ 

接続可能な PLC 

CP1Hシリーズ 形 CP1H-X40D□-□ 
形 CP1H-XA40D□-□ 
形 CP1H-Y20DT-D 

I/Oコメント抽出ツールで使用でき
る CX-Programmerの CXPファイル 

CX-Programmer 
形WS02-CXPC1-□□□ 

使用可能なメモリカード（フラッシ
ュメモリタイプ）（注 1） 

形 HMC-EF183：128MB 
形 HMC-EF283：256MB 
形 HMC-EF583：512MB 

注 1：上記メモリカードは、ロット番号 0052以前の NS7-SV00/01（B）には使用できません。 
注 2：NSシリーズ（Vなし）では、ラダーモニタ Ver.2.5までをサポートしています。NSシリ

ーズ（Vなし）でラダーモニタ Ver.3.0以降を起動しようとした場合は、ラダーモニタ Ver.2.5
が起動します。 
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1－1 概要 
 
I/Oコメント抽出ツールは、CX-Programmerで作成したラダー回路上の I/Oコメン
トデータを抽出し、NSシリーズのラダーモニタ用に変換するためのパソコン用ツ
ールです。 
本ツールで I/Oコメントを抽出する元データは、CX-Programmerの CXTファイル
（*1）です（ただし、対象 PLCは、CS/CJシリーズのみです）。 

 
I/Oコメント抽出 
ツール 

ラダーモニタ用 I/O
コメントファイル 
（*.ioc） 

CXTファイル 
（*.cxt） 

 

 
CXTファイルの中の指定した対象 PLC内の、グローバル変数テーブルおよびロー
カル変数テーブルから、I/Oコメントを抽出して、 NSシリーズのラダーモニタ用
I/Oコメントファイル（拡張子.ioc）に変換します。 
このラダーモニタ用 I/Oコメントファイル（拡張子.ioc）をメモリカードに保存し
て、NSシリーズ本体に装着します。 
ラダーモニタのシステム設定画面にて、読み出す I/Oコメントファイル（拡張
子.ioc）を指定します。  
NSシリーズラダーモニタ画面上の対応アドレスに、CX-Programmerで作成した I/O
コメントが表示されます。 
*1：CXTファイルは、CX-Programmerのプロジェクトファイル（拡張子：cxp）と同等の情報を
もつテキスト形式のファイルです。CX-Programmerと他のアプリケーション間でデータ交換
する場合に使用します。CX-Programmerから、ファイルの種類を「CX-Programmerテキスト
ファイル（＊.cxt）」に指定して保存することで、作成可能です。  

 
なお、ラダーモニタ Ver.3.0以降では、PLCに格納された変数テーブルから I/Oコ
メントを読み出し、表示することができます。このとき I/Oコメントファイルが自
動的に作成されるため、I/Oコメントファイル抽出ツールで I/Oコメントファイル
を作成する必要がありません。 
ただし、以下の場合は、I/Oコメントファイル抽出ツールで I/Oコメントファイル
を作成してください。 
・接続する PLCが変数テーブルの転送に対応していない場合 
・接続する PLCに変数テーブルが転送されていない場合 
・NS本体に空き容量がなく、I/Oコメントファイルを作成できない場合 
 

お願い 変数テーブルには、同じアドレスの変数を複数登録しないでください。 
同じアドレスの変数を 2つ以上登録すると､ラダーモニタで表示されるアドレ
スの I/Oコメントに、意図していないもの（同じアドレスの別の I/Oコメント）
が表示される場合があります。 
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1－2 使用上の制限 
 
・本ツールに入力可能ファイルは、CX-Programmer Ver.1.2以降により作成したプ
ロジェクトファイルを、 CX-Programmer Ver.1.2以降にて CXT形式で保存した
CXTファイル（拡張子が.cxt）です。 
・元となる CX-Programmerプロジェクトファイルの対象 PLCは、CS/CJシリーズ
のみ可能です。（CJ2シリーズは除く） 
・本ツールにより作成したラダーモニタ用 I/Oコメントファイル（拡張子が.ioc）
は、CX-Programmerに読み込むことはできません。ラダーモニタにて、I/Oコメ
ントを表示するためにのみ使用します 
・本ツールによって、変数名（I/O名称）を、抽出することはできません。 
・本ツールでは、行コメント、付箋紙、注釈文を抽出することはできません。 
・本ツールでは接点とチャネルにつけた I/Oコメントデータのみを抽出します。

NUMBER型（定数または番号）に付けた I/Oコメントを抽出することはできま
せん。 
・本ツールでは CXTファイルの全ての I/Oコメントを抽出し I/Oコメントファイ
ルを作成しますが、ラダーモニタソフトではグローバルコメント 65535点、ロ
ーカルコメント 65535点の合わせて 131070点までのコメント数をコメント表示
の対象とします。これを超える I/Oコメントはラダー図に表示されませんのでご
注意ください。 
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1－3 全体のしくみ 
 

■ NSシリーズ（Vなし）／NS-V1シリーズの場合 

RS-232C 

NS シリーズ本体 

変換 

CS/CJ シリーズ PLC（ホスト） 

ER 0002.00 0000.01 0000.00 

LAMP01ER SW2 SW1 

CX-Designe の
CD-ROM 

Ethernet 

Controller Link 
Controller Link I/F ユニット 

I/O コメント表示

CX-Programmer 
CXT ファイル 
（拡張子.cxt） 

CX-Programmer 
プロジェクトファイ
ル（拡張子.cxp） 

●CX-Programmer 

●I/O コメント抽出ツール

ラダーモニタ用 I/O
コメントファイル 
（拡張子.ioc） 

パソコン 

インストール 

ラダーモニタアプ
リケーション 

［ldrdrmt］フォルダ
ごとコピー 

メモリカード

［ldrdata］フォルダ
の下にコピー 
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■ NS-V2シリーズ／NSJシリーズの場合 

 

RS-232C 

NS シリーズ本体 
（システムバージョン
Ver.6.6 以上） 

変換 

CS/CJ シリーズ PLC（ホスト） 

ER 0002.00 0000.01 0000.00 

LAMP01 ER SW2 SW1 

CX-Designer の
CD-ROM 

プロジェクトフォ
ルダの下にコピー

Ethernet 

Controller Link 
（NS-V2 シリーズのみ） 

Controller Link I/F ユニット 

I/O コメント表示

CX-Programmer 
CXT ファイル 
（拡張子.cxt） 

CX-Programmer 
プロジェクトファイ
ル（拡張子.cxp） 

●CX-Programmer 

●I/O コメント抽出ツール

転送 

●CX-Designer 

ラダーモニタ用 I/O
コメントファイル 
（拡張子.ioc） 

NS 本体に.ioc ファ
イルを転送 

パソコン 

インストール 

 
 

参考 

 

・メモリカードにコピーしたラダーモニタ用 I/Oコメントファイルを表示するこ
とができます。 

・システムバージョンが Ver.6.6よりも前の NS-V2シリーズ、NSJシリーズを使
用する場合は、メモリカードにラダーモニタアプリケーション、ラダーモニタ
用 I/Oコメントファイルを格納し、NS本体に装着する必要があります。 
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1－4 使用手順 
以下の手順にしたがって、NSシリーズのラダーモニタ上に I/Oコメントを表示さ
せます。 

1. 本ツールをインストールします。 

2. CXTファイルの作成： 
CX-Programmerから、接続先 PLC用の（I/Oコメントを作成した）プロジェク
トファイルを CXTファイル（拡張子.cxt ）として保存しておきます。 

3. 本ツールによって、上記 CXTファイルから対象 PLCを指定して、I/Oコメント
データを抽出し、ラダーモニタ用 I/Oファイル（拡張子.ioc）に変換します。 

4. メモリカードまたは NS本体にラダーモニタ用 I/Oファイル(拡張子.ioc)をコピ
ーします。 

・ メモリカードにコピーする場合 

① メモリカードアダプタを介して、パソコンの PC カードスロットにメモリカ
ード（コンパクトフラッシュ）を装着します。 

② パソコン上で、エクスプローラなどを使用して、変換後のラダーモニタ用 I/O 
ファイル（拡張子.ioc）を（ラダーモニタアプリケーションとともに）メモ
リカードにコピー（格納）します。 

 コピー先：メモリカードの［ldrdata］フォルダ 

③ NSシリーズ本体の電源を OFF にして、本体背面のメモリカード用コネクタ
に、上記メモリカードを装着します。 

・ NS本体にコピーする場合 

① パソコン上で、エクスプローラなどを使用して、NS本体に格納しているプ
ロジェクトのプロジェクトフォルダに変換後のラダーモニタ用 I/O ファイ
ルをコピーします。 

② パソコンと NS本体を接続します。 

③ 転送プログラムまたは CX-Designerからラダーモニタ用 I/O ファイルを NS
本体に転送します。(転送プログラムまたは CX-Designerについては、
CX-Designerオンラインヘルプ｢プロジェクトを NS本体に転送する｣を参照
してください。) 

5. NSシリーズ本体の電源を ONにして、NSシリーズ本体が運転モードの状態か
ら、以下の方法でシステムメニューを表示させます。 

・NS15の場合 
タッチパネルの 4隅のうち、1箇所を 2回続けて押す。 

2 回押してください 
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・NS12/10/8の場合 
タッチパネルの 4隅のうち、2箇所を同時に押す。 

 

 

 

6. 「特殊画面」タブを選択します。 
 

特殊画面

アラーム履歴（発生順） 

アラーム履歴（頻度順） 

操作ログ（発生順） 

操作ログ（頻度順） 

エラーログ（発生順） 

エラーログ（頻度順） 

バージョン表示 

特殊機能

実行 

デバイスモニタ 

通信テスト 

ラダーモニタ 

終了 

 

 

7. 「特殊画面」の中の「ラダーモニタ」を押した後、「OK」を押します。 

8. ラダーモニタが起動します。 

9. 「メニュー」ボタンを押下し表示されるメニューから「各種設定」を選択しま
す。 

10. 「各種設定」ダイアログから「I/Oコメントファイル設定」を選択します。以下
のダイアログが表示されます。 

 

11. 設定したいホストを選択します。 

12. 使用したいラダーモニタ用 I/Oコメントファイルを選択し、「設定」ボタンを
押します。 

13. 「閉じる」ボタンを押します。 
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14. メイン画面のラダー表示領域の各命令の下に、I/Oコメントが表示されます。I/O
コメントは 1行につき、最大半角 5文字まで表示されます。 

15. 「I/Oコメント」ボタンを押すたびに、I/Oコメントの表示が、3行表示→1行
表示→コメントなしに切り換ります。 

16. I/Oコメントの詳細を確認したい場合は、アドレス部分を指で 1回押すと、その
I/Oコメントが I/Oコメント表示領域に表示されます。NS15では最大半角 68文
字、NS12では最大半角 43文字、NS10/8では最大半角 23文字まで表示されま
す。 

 

お願い 

 

CXTファイルの元のプロジェクトファイルと、ラダーモニタ対象とするPCにプログ
ラムを転送したときに元となったプロジェクトファイルは、必ず一致させてくださ
い。もし一致していない場合、I/Oコメントとアドレスが、正しい対応では表示され
ません。 
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1－5 仕様 
 

項目 仕様 

セットアップディスク CX-Designerの CD-ROMに同梱 
入力可能ファイル CX-Programmer Ver.1.2以降の CXTファイル（拡張子.cxt） 
適用 PC機種 CS/CJシリーズ 
抽出・変換対象データ グローバル変数テーブルおよびローカル変数テーブル内の I/Oコ

メントデータ 
出力ファイル 独自形式（拡張子.ioc）： 

・グローバルコメントファイル G-□.ioc 
・ローカルコメントファイル   L-□.ioc 
注：□は入力したファイル名 

パソコン DOS/Vパソコン 
CPU Microsoftが推奨する CPU 
OS Windows XP（32ビット版) 

Windows Vista/7（32ビット版、64ビット版) 
メモリ 32MB 
ハードディスクドライブ 40MB以上の空きエリア 
モニタ VGA以上 
CD-ROMドライブ 1台以上 

使用可能な
パソコン 

メモリカードが装着されているドラ
イブ 

1台以上（メモリカードアダプタを介して、PCカードスロットを
使用可能） 

 
I/Oコメント抽出ツールの格納場所は次のとおりです。 

CD-ROM 格納場所 

CX-Designerの CD-ROM ＜CD-ROM＞：¥Utility¥Japanese¥LadderMonitorFunc¥iocmttool 
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セットアップ 
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2－1 本ツールのインストール 
 

1 他のアプリケーションを終了します。 

2 CX-Designerの CD-ROMを CD-ROMドライブにセットしてください。 

3 「マイコンピュータ」ウィンドウの CD-ROMドライブをダブルクリックします。 

4 CD-ROMの中の［iocmttool］フォルダをダブルクリックします。 
CX-Designerの CD-ROM ：¥Utility¥Japanese¥LadderMonitorFunc¥iocmttool 

 

5 ［iocmttool］フォルダの画面が表示されたら「Setup.exe」をダブルクリックし
ます。 

6 I/Oコメント抽出ツールのセットアッププログラムが起動します。 

7 ［次へ>］ボタンをクリックします。 

8 インストール先の選択画面などが表示されますので、確認して［次へ>］ボタン
をクリックします。 

9 画面の指示にしたがって、インストールを進めてください。 
 
本ツールのインストール完了ダイアログが表示されます。 
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第3章 

基本動作 
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3－1 起動と終了 
■ 本ツールの起動 

本ツールの起動手順を以下に示します。 

1 タスクバー上の［スタート］ボタンをクリック後、［プログラム］｜［Omron］
｜［I/Oコメント抽出ツール］｜［I/Oコメント抽出ツール］を選択します（I/O
コメント抽出ツールグループにインストールした場合）。 

2 I/Oコメント抽出ツールの初期画面が表示されます 

 

■ 本ツールの終了 

本ツールの終了方法を以下に示します。 

1 初期画面において終了ボタンをクリックします。 

2 確認メッセージが表示されますので、［OK］ボタンをクリックします。 

3 本ツールが終了します。 
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3－2 抽出からメモリカード格納まで

の操作 
 

■ 手順 1 抽出元の CXTファイルを指定します 

1 本ツールが起動すると、以下のように、［I/Oコメント抽出ツール］ダイアログ
が表示されますので「取得」ボタンをクリックします。 

 
以下の［ファイルを開く］ダイアログボックスにて、ファイルを指定して「開く」
ボタンをクリックしてください。 

 
［I/Oコメントファイル抽出ツール］ダイアログにて、［作成］ボタンをクリック
してください。 
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■ 手順 2 CXTファイル内の PLCを選択します 

1 抽出元の CXTファイル内の PLCを、以下のプロジェクトのリストから指定し
ます。 

 

2 I/Oコメントを抽出する PLCを指定して、［OK］ボタンをクリックします。 
注：選択する PLCは、CS/CJシリーズを対象 PLCとしていることが必要です。 
 

 

■ 手順 3 出力先ファイル名を指定し、抽出・変換します 

抽出・変換後のラダーモニタ用 I/Oコメントファイルの出力先ファイルを指定しま
す。 

1 「参照」ボタンをクリックし、出力先ファイルを指定します。 

 
ファイル名入力欄に半角 14文字以内でファイル名を入力します。 
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2 ［OK］ボタンをクリックしてください。 

  
 

3 以下の確認メッセージを表示しますので、［OK］ボタンをクリックしてくださ
い。 

 
 

4 抽出・変換処理が開始され、進捗が表示されます。 

 

 

5 抽出・変換処理終了時に、下記のメッセージを表示しますので、［OK］ボタン
をクリックしてください。 

  

6 指定フォルダ内に、以下のラダーモニタ用 I/Oコメントファイル（拡張子.ioc）
が作成されました。 

・グローバル変数テーブル内の I/Oコメント： 
グローバルコメントファイル（ファイル名.拡張子：G-□.ioc 注：□は入力し
たファイル名） 

・ローカル変数テーブル内の I/Oコメント： 
ローカルコメントファイル（ファイル名.拡張子：L-□.ioc  注：□は入力した
ファイル名） 

7 初期画面にて［終了］ボタンをクリックします。 
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■ 手順 4 I/Oコメントファイルをメモリカード/NS本体に格納します 

● メモリカードに格納する場合 

抽出・変換後のラダーモニタ用 I/Oコメントファイルをメモリカード内の［ldrdata］
フォルダに格納します。 
（すでに、ラダーモニタのセットアップのため、CD-ROM内の［ldrsetup］の下の
［ldrmt］、［procon］および［ldrdata］フォルダを、メモリカードのルートディレ
クトリへコピーし終わっているものとします。） 

1 メモリカード内の［ldrdata］フォルダの下に、ラダーモニタ用 I/Oコメントフ
ァイル（G-□.iocおよび L-□.ioc）をコピーします 。 

 

お願い 

 

抽出・変換後のラダーモニタ用 I/Oコメントファイルは、必ずメモリカード内の
［ldrdata］フォルダの下に格納してください。異なるフォルダ位置に格納すると、ラ
ダーモニタ起動時に、「I/Oコメントファイルがオープンできません」と表示され、I/O
コメントは表示されません。 

 
● NS本体に格納する場合 

システムバージョンが Ver.6.6以上の NS-V1シリーズ、NSJシリーズでは、NS本
体内に格納した I/Oコメントファイルを読み出すことができます。 

1. パソコン上で、エクスプローラなどを使用して、NS本体に格納しているプロジ
ェクトのプロジェクトフォルダに変換後のラダーモニタ用 I/O ファイルをコピ
ーします。 

2. パソコンと NS本体を接続します。 

3. 転送プログラムまたは CX-Designerからラダーモニタ用 I/O ファイルを NS本
体に転送します。(転送プログラムまたは CX-Designerについては、CX-Designer
オンラインヘルプ｢プロジェクトを NS本体に転送する｣を参照してください。) 

 

参考 

 

・メモリカードに格納した I/Oコメントファイルを読み出すこともできます。 
・メモリカードと NS本体内に同じ名前の I/Oコメントファイルが格納されてい
た場合、NS本体内の I/Oコメントファイルが読み出されます。 

・システムバージョンが Ver.6.5以前の場合は、I/Oコメントファイルおよびラダ
ーモニタアプリケーションをメモリカードに格納し、NS本体に装着してくださ
い。 
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3－3 アンインストールの方法 
 

1 コントロールパネル内の「アプリケーションの追加と削除」を使うことにより、
アプリケーションソフトを自動的にアンインストールすることができます。 

2 「マイコンピュータ」を開き、コントロールパネルの「アプリケーションの追
加と削除」をダブルクリックします。 

3 I/Oコメント抽出ツールを選択／削除します。 

4 削除を確認します。 

5 確認画面が表示されます。実行すると取り消すことはできないので、慎重に行
ってください。 

6 Uninstall Shieldが起動します。 

7 アンインストールが終了したら、［OK］ボタンをクリックします。 
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付録 
 
コンディションフラグなどの、CX-Programmerであらかじめ用意されているシス
テム用のグローバル変数について、CX-Programmer上での I/Oコメント表示、ラダ
ーモニタでの I/Oコメント表示（I/Oコメント抽出ツールで作成した I/Oコメント
ファイルの表示）は、以下のとおりです。 
 

■ システム用のグローバル変数一覧 

CX-Programmerでの 

グローバル変数名 I/Oコメント アドレス 

ラダーモニタでの 
I/Oコメント表記 

P_0_02s 0.02秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF103 0.02秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_0_1s 0.1秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF100 0.1秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_0_2s 0.2秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF101 0.2秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_1min 1分ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF104 1分ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_1s 1秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF102 1秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_AER ｱｸｾｽｴﾗｰ(AER)ﾌﾗｸﾞ CF011 ｱｸｾｽｴﾗｰ(AER)ﾌﾗｸﾞ 

P_CY ｷｬﾘｰ(CY)ﾌﾗｸﾞ CF004 ｷｬﾘｰ(CY)ﾌﾗｸﾞ 

P_Cycle_Time_Error ｻｲｸﾙﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰﾌﾗｸﾞ A401.08 ｻｲｸﾙﾀｲﾑｵｰﾊﾞｰﾌﾗｸﾞ 

P_Cycle_Time_Value ｻｲｸﾙﾀｲﾑ現在値 A264  

P_EQ =ﾌﾗｸﾞ CF006 =ﾌﾗｸﾞ 

P_ER ｴﾗｰ(ER)ﾌﾗｸﾞ CF003 ｴﾗｰ(ER)ﾌﾗｸﾞ 

P_First_Cycle 運転開始時1ｻｲｸﾙONﾌﾗｸﾞ A200.11 運転開始時 1 ｻｲｸﾙ
ON ﾌﾗｸﾞ 

P_First_Cycle_Task ﾀｽｸ初回起動ﾌﾗｸﾞ A200.15 ﾀｽｸ初回起動ﾌﾗｸﾞ 

P_GE ≧ﾌﾗｸﾞ CF000 ≧ﾌﾗｸﾞ 

P_GT >ﾌﾗｸﾞ CF005 >ﾌﾗｸﾞ 

P_IO_ Verify_Error I/O照合異常 A402.09 I/O照合異常 

P_LE ≦ﾌﾗｸﾞ CF002 ≦ﾌﾗｸﾞ 

P_Low_Battery 電池異常 A402.04 電池異常 

P_LT <ﾌﾗｸﾞ CF007 <ﾌﾗｸﾞ 

P_Max_Cycle_Time ｻｲｸﾙﾀｲﾑ最大値 A262  

P_N ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ(N)ﾌﾗｸﾞ CF008 ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ(N)ﾌﾗｸﾞ 

P_NE ≠ﾌﾗｸﾞ CF001 ≠ﾌﾗｸﾞ 

P_OF ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ(OF)ﾌﾗｸﾞ CF009 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ(OF)ﾌﾗｸﾞ 

P_Off 常時 OFF ﾌﾗｸﾞ CF114 常時 OFF ﾌﾗｸﾞ 

P_On 常時 ON ﾌﾗｸﾞ CF113 常時 ON ﾌﾗｸﾞ 

P_Output_Off_Bit 負荷遮断ﾌﾗｸﾞ A500.15 負荷遮断ﾌﾗｸﾞ 

P_Step ｽﾃｯﾌﾟﾗﾀﾞｰ 1 ｻｲｸﾙ ON ﾌﾗｸﾞ A200.12 ｽﾃｯﾌﾟﾗﾀﾞｰ 1 ｻｲｸﾙ
ON ﾌﾗｸﾞ 

P_UF ｱﾝﾀﾞｰﾌﾛｰ(UF)ﾌﾗｸﾞ CF010 ｱﾝﾀﾞｰﾌﾛｰ(UF)ﾌﾗｸﾞ 
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CX-Programmerでの 

グローバル変数名 I/Oコメント アドレス 

ラダーモニタでの 
I/Oコメント表記 

P_0_01s 0.01秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF105 0.01秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_1ms 1 ﾐﾘ秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF106 1 ﾐﾘ秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 

P_0_1ms 0.1 ﾐﾘ秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ CF107 0.1 ﾐﾘ秒ｸﾛｯｸﾊﾟﾙｽ 
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インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー

●その他のお問い合わせ
納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
担当オムロン販売員にご相談ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ご案内しています。

●製品に関するお問い合わせ先

　■営業時間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

●FAXやWebページでもお問い合わせいただけます。

携帯電話・PHS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります）

2018年12月現在
○ OMRON Corporation 2004-2018
お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承ください

 All Rights Reserved.C

オムロン商品のご用命は

オムロン制御機器の最新情報をご覧いただけます。

www.fa.omron.co.jp
緊急時のご購入にもご利用ください。

本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途に使用される際には、当社の意図した特別な商品用途の場合や特別の合意がある場合を除き、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認（又は
役務取引許可）が必要です。

Man. No. SBSA-516L

●

●

 FAX 055-982-5051 / www.fa.omron.co.jp

お客様相談室 クイック オムロン

0120-919-066

（WEB版1）
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